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　　関係技術基準解説書 2007)』によって検討した部材の条件･仕様によること｡

鉄　筋

長期許容支持力度 kN/m 2

kN/m

cm×　　N/m /cm

190

コンクリ-トブロック(CB)

高力ボルト　　　　認定番号　S10T:MBLT-0052  　　溶融亜鉛めっき高力ボルト:MBLT-0050

F10T(JIS B1186)

A種

(2)
B種

コンクリート(1)

木造(W)

建築場所(1)

M24)溶融亜鉛めっき(F8T)S10T M20,M16, M22,

C種　　厚 100 150120

増築 増改築 改築 近隣有　　(　　　　　　　　　  )敷地内

(1) 地盤調査資料と調査計画

適用は  　印を記入する｡

数検率 は又査 査検

防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする｡錆止めのペイントは､

建築物に設ける屋上からの突出する水槽･煙突･その他これらに類するものは､風圧､地震力等に対して構造耐力上

建築設備の構造は､構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする｡

建築設備の支持構造部及び緊結金物には､錆止め等､防腐のための有効な措置を講じること｡

注1) 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし､外観検査､超音波探傷検査を100％行うこと

必要に応じて記録写真を撮り保管すること｡

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること｡

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること｡

(7)

主要な部分に緊結され､安全であること｡

耐火被覆の材料

検

(6) 防錆塗装

箇査 所

完全溶込み溶接部

検 査

超音波探傷検査

方

硬さ試験

内社
法

第 三 者 工事監理者
考備

接合部の溶接は下記によること

平成12年度建設省告示第1464号第二号　イ､ロ

印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること)

組立･開先検査

鉄骨工事は指示のない限り下記による

工事監理者の承諾を必要とするもの

社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

(4)

(5)

(2)

(

(3)

接合部の検査

工事監理者が行う検査項目

製作工場

現寸検査

鋼材 高力ボルト

(1)

頭付スタ ッド

工作図製作要領書

特殊ボルト

製品検査

施工計画書

(突合せ溶接)

※平成12年建設省告示

工事種別(2)

構造設計一級建築士の関与(3) 必要 必要としない

構造種別(4)
補強コンクリ-トブロック造(CB)

鉄筋コンクリート造(RC)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)

壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

階　数(5)

主要用途(6)

屋上付属物(7)
高架水槽 キュービクル 広告塔

特別な荷重(9)

倉庫積載床用

リフト ホイスト
2

受水槽

付帯工事(10)
門塀 擁壁 駐輪場

増築計画(11)

構造計算ルート(12)

) 無

(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

適 用 箇 所 種　　類 設計基準強度
Fc=N/mm

品質基準強度
Fq=N/mm

スランプ
cm

捨てコンクリート 普通

土間コンクリート 普通

柱･梁･床･壁 普通 軽量

普通 軽量

押えコンクリート 普通 軽量

備　　考

基礎･基礎梁 普通

比重

単位水量は 185kg/m　以下､単位セメント量は 270kg/m　以上とする｡3 3

鉄　筋(3)

高強度せん断補強筋

丸　　鋼(JIS G 3112)

溶接金網(JIS G 3551)

SD295 A

SD295 B

SD345

SD390

材種

大臣認定番号 MSRB-

SR235

異形鉄筋(JIS G 3112)

種　　類 径 使用箇所 継手工法

溶接継手

機械式継手

(　　　　　　　　)

各継手の使用詳細については
本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋
継手等の■にて表示すること｡

鉄　骨(4)

SS400

SM490 A SN490 B SN490 C

BCR295 BCP235 BCP325

SSC400

SM400 SN400 A,B,C

大臣認定品　認定番号　MSTL-9021

有 無

種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格･認定番号等

○使用箇所の詳細については別途図示とする｡

ボルト(5)

(

4.8(4T)

アンカーボルト

シングル ダブルL= ナット(　　　　　　　　　　 　)

シングル ダブルナット(　　　　　　　　　　 　)

頭付スタッドボルト

L=φ= 使用箇所(　　　　　　　　　　　　 )柱 大梁 小梁

φ= 使用箇所(　　　　　　　　　　　　 )柱 大梁 小梁

屋根,床,壁(6)
材　　種

折　版

特殊デッキプレート(JIS G 3352)

デッキプレート　　(JIS G 3352)

キーストンプレート(JIS G 3352)

ALC (JIS A 5416)

H=

型式

型式

型式

厚

厚

厚

厚

厚

型式　厚　その他 使用箇所

屋根

壁 床版

床版

床版

床版

スライド

ロッキング

ボルト止め

仕様･構法

無無　　(　　　　　　　　　　　  )有調査計画

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

スエーデン式サウンディング

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

PS検層

注)上記表中の資料が有るもの､調査計画があるものに○を記入する｡

(2) ボーリング標準貫入値,土質構成(基礎･杭の位置を明記すること)

調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本 数 特 記 事 項

試験杭 無有　　　　　　(　　　　　　　) (　　　　　　　　　　　　　　　　　)打ち込み･ 載荷･ 孔壁測定 本

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

場所打ち

コンクリート杭

SC杭

鋼管

PHC

RC

摩擦杭

H鋼

PRC PRC (　　　　　　　　　　　　　　)I種 種

PHC (　　　　　　　　　　　　 )A種 B種 C種

鋼材 SS400

JIS

Fc N/mm 2

kN kN

エレベータ kN kN

N/m kN

地下 階 地上 搭屋 階

有　(

mm

L= mm

mm

L= mm

コンクリート

Fq N/mm 2

スランプ cm以下

セメント量

単位水量

kg/m 3

kg/m 3

鉄　筋 主 筋 SD

HOOP SD

埋込み(セメントミルク構法)

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

BH 深礎 手掘

機械掘

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

(3) 杭基礎

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針:日本建築センター2002」を参考とする｡

GL-

(2) 地盤改良
浅層混合処理工法 深層混合処理工法

載荷試験 無有

深さ 2 載荷試験 無有

ベタ基礎 布基礎

(1)
独立基礎 試験堀 無有

深
 度

土　質
10 20 30 40 50 60

注)試験堀及び試験杭の結果により､杭長さ､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある｡

○調査地番

○位置図

○支持地盤､地層及び深さに
　ついてのコメント

○孔内水位

m

○近隣データの調査地番と

　距離がある

○備考

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が
36 N/mm 以下に適用し､鉄筋の材種は SD390 以下に適用する｡

(1) コンクリート
コンクリートは JIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品とし､施工に関しては

耐久設計基準強度　Fd 短期 標準 超長期

セメントは､ JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする｡

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること｡

寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は､調合､打ち込み､養生､管理方法など必要事項

について､工事監理者の承認を得ること｡

フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で､(財)国土開発技術センターの技術評価をうけた測定

器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る｡

測定検査の回数は､通常の場合､1日1回以上とし､1回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回行い､

その平均値を試験値とする｡

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法は JASS 5T - 603 によることとし､供試体はコアまたは標

準養生とする｡ただし､工事監理者の承諾を得て現場水中養生または現場封かん養生とすることもできる｡採取は打ち込

み工区ごと､打ち込み日ごととする｡また､打ち込み量が150m を超える場合は150m ごとまたは､その端数ごとに

1回を標準とする｡1回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する｡尚､供試

体の数量は､特別指示なき場合は､1回当り6本以上とし､そのうち4週用に3本用いる｡

ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さはコンクリー

トが分離しない範囲とする｡ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士が従事すること｡なお､打ち込み継続中にお

ける打継時間間隔の限度は､外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内､25 ℃以上の場合は 120 分以内を目安とし､

先に打ち込んだコンクリートの再振動可能時間以内とする｡

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後5日間は､コンクリートの温度が2度を下らないようにする｡

3

乾燥､振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う｡

(2)
鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする｡施工は､標準図に記載されている事項を除き､コンクリートと同様に､

JASS 5 による｡

高強度せん断補強筋は､JIS G 3137 に規定されるD種1号適合品とする｡

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋継手等

機械式継手

溶接継手

圧接継手

重ね継手

告示1463号第2項各号

40d

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

35d (　　)d

A 級 B 級 SA級

D (　　 　) 以上

D (　 　　) 以上

D (　19　) 以上

D (　16　) 以下

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様･等級

(1)引張力最小部位 (2)(1)以外の部位(注) 鉄筋の径

注)(1)以外の部位に設ける継手は､平成12年告示第1463号ただし書きに基づき､日本鉄筋継手協会､日本建築

D19 未満は､すべて重ね継手とする｡

継手部分の施工要領は(社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」(ガス圧接継手工事､溶接継手工事､機械式

継手工事)による｡

継手部の検査方法:

(1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で､200箇所程度とする｡)

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は､

･外観検査(全数) 無有

無有

･超音波探傷試験(1ロットにつき30ヶ所) 無有

H型(タガ型) W型(溶接型) S型(スパイラル型)　とする｡

試験･検査機関名

代行業者名

(都知事登録 号)

代行業者とは､試験･検査に伴う業務を代行するものを言う｡

(3) 型　枠
材料　　合板厚 12 mmを標準とする｡

施工　　JASS 5 による｡

型枠存置期間

種類

部位

セメント

の種類

存
置
期
間
の

平
均
気
温

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

3

2

5

3

5

8

8

12

15

17

25

28

28

コンクリートの
圧縮強度

5.0N/mm

せ　き　板 支　　柱

スラブ下 はり下基礎､はり側､柱､壁

ン
ク

コの
材
令

注) 1　片持ち梁､庇､スパン9.0m以上の梁下は､工事監理者の指示による｡
注) 2　支柱の盛りかえは行わない｡

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合わせ継手の食い違い仕口のずれ検査･補強マニュアル」

材料規格証明書※､または試験成績書

※社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法､またはミルシート｡

社内検査表

建方検査

日本建築学会「溶接工作規準､同解説 I､I､I､II､ II VV､ VIV､ I､ I I､ IX」VII

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工偏」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

第三者検査機関とは､建築主､工事監理者又は工事施工者が､受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう｡

三第 査 機者 検 名関

隅肉溶接部

個 個 個

示温塗料塗布

内質

検査
(注)

マクロ試験･その他

外観検査(※)

第1464号第2号による
(目視及び計測)

(注)東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する｡

(都知事登録　　　　　　　号)

注2) 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は､是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

軸力導入試験　　　要　　　否　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

一時締め後にマーキングを行い､二次締めの後そのずれを見て､共回り等の異常がないことを確認する｡

トルシア形高力ボルトは二次締め後､ピンテールが破断していることを確認する｡

応じて決定すること｡(建築特記仕様書参照)

煙突は､鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること｡

設備配管は､地震時等の建物変形に追従できること｡また､地震力等に対して適切に支持されていること｡

設備機器の架台及び基礎については､風圧･地震力等に対して構造耐力上安全であること｡

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない｡

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合は､スラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を直径の3倍以上かつ5cm以上を

エレベーターの駆動装置等は､構造体に安全に緊結されていること｡

柱及び梁には原則としてコンセントボックス類を埋め込んではならない｡

柱及び梁に設備配管等を埋め込む場合は､工事監理者と協議を行うこと｡

有 無

有 無

有 無

有 無

- ,

I種I III

使用建築材料表･使用構造材料一覧表2.

建築物の構造内容1. 地　　盤3.

地業工事4.

鉄筋コンクリート工事5. 鉄骨工事6.

設備関係7.

その他8.

(施工方法等計画書) (施工方法等計画書)

新築

デッキコンクリート

18 15

15

15

D16以下 図示

D19以上 図示

150×150 6φ 合成スラブ

地盤図は別紙による

％％

％

％

％ ％

％

％

％

％

％

％

％ ％ ％

積雪荷重(8)

3

5

7

10

28

注) 3　スラブ下及び梁下のせき板は､原則として支柱を取り外したのちに取り外す｡
注) 4　スラブ下の支柱は､圧縮強度が設計基準強度(F )の85％以上又は12N/mm 以上であり､かつ､施工中の荷重
　　　　 及び外力について､構造計算により安全であることが確認されるまでとする｡
注) 5　梁下の支柱は､圧縮強度が設計基準強度以上であり､かつ､施工中の荷重及び外力について､構造計算により安全で
　　　　 あることが確認されるまでとする｡

2
C

･引張試験(1ロットにつき3本)

注)4 注)5

原則とする｡

ダイアフラム

母屋､胴縁

JIS G 3101､JIS G 3136

JIS G 3136

棟 階

20

1

比重 20kN/m3

早強ポルト

普通ポルト

A種
混合セメント

B種
混合セメント

ランドセメントランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

A種
混合セメント

普通ポルト混合セメント

A種
混合セメント

B種
混合セメント

B種

ランドセメント

ランドセメント

2 2

支持層

24

■

太陽光発電パネル

鉄骨造(S)

■

－(　)

■

■

■

■

18

使用箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

■ ■重ね継手　D16以下

ガス圧接継手 D19以上

STKN490BSTK490 JIS G 3444、JIS G 3475

SS400

>20d

>20d

■

直接基礎

2

■ ■

■

■
■
■

■

■

■

■
■

■

■
(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図」による｡

■

■ ■ ■

■

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第4条の試験機関で行う

こと｡

■
■
■

■
■
■

■

■

■

■

■

■
■　 JIS K 5625､　JIS K 5674(1種）､　          ､　          を使用して､4つ星2回塗りを標準とするが､実状に

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い､塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗

りとする｡

■

■

■
■

■
■

■

■

■
■
■

外観検査(※)

100

100

100

30

30

30

2

構 造 設 計 標 準 仕 様

　GL-

STKR400 JIS G 3350、JIS G 3466

■

2

1 Y方向ルート　　－(　)X方向ルート

24

STK400

STK400

認定または登録工事(大臣認定 　S H M R J　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク)

■

　設計地番とは約102mの

■

深さ

24

24

■

アルファフォースパイル工法-羽根付小口径鋼管杭による地盤改良

m,

アルファフォースパイル工法

ト

( )日リ

GBRC性能証明

第06 01号

駐車場

N
 
値

■

支持層―

■ ■
■

M16 M12 Zマーク

M16 M12ボルト(JIS B1180)

-

　　センター等の認定･評定等を取得した継手工法の等級で､構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準(建築物の構造

0

■ ■ ■

■

■

■

2人乗り(マシンルームレス　油圧式)　20kN

長野県　高森町

■

■

2

70

■ 梁・床

柱

■

M 20

■
■ ABR400 ■

■
砂礫層

サウナ通路独立基礎　50 kN/m 2

設計GL-0.6
設計GL-0.8

m,
m,

長期許容支持力度 サウナ棟　30

■

■

日本建築学会「JASS6 2015年版」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」

長期

標準図に記載されている事項を除き､ JASS 5(2015年版) による｡

■

■

備　考

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

DATESCALE

A3:1/信州たかもり温泉改修工事（第2期）

令和6年度（繰越）

構造設計標準仕様 2026.03

SS-01

サウナ棟　構造図

（鉄骨部は計算不要）

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

SWS換算Ｎ値-No2のデータによる

3.24

粘性土

砂質土

粘性土

砂質土

サウナ棟FS1砕石下
設計GL

サウナ棟通路基礎下GL-800

GL-250
3.6

3

3.2

5.2
9.8

4.4

8.7

4.4
7.6
7.4

7.9
12
12

qa=37.68kN/㎡

qa=60.72kN/㎡

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房



（1）

鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図 （ 1） ※修正箇所は下線を引くこと

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）

一般事項1．

圧接面

1.1d以上

a≧400

2mm以下

L1

d d

1
.
4
d
以

上

約0.5L

L

d／5以下

圧接面

d／4以下

圧接面

配筋は同厚の壁リストにならう

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

2-D16以上

45ﾟ～ 60ﾟ

L1

梁
幅

※印筋はD10-@200とする
H<300は※印筋は不要とする300

300<H≦1,000

2L

W1

1L

L2

3
-
D
1
3

※※

※
※

L
2

※

※

1 1

記号（2）

ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋

@…間隔　　r…半径　　CL…中心線　　  …部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　（径）　　D…部材の成、又は鉄筋内法直径　

0

鉄筋加工2．

鉄筋の折り曲げ加工（１）

図 折り曲げ角度 鉄筋の種類
鉄筋の径に
よる区分

鉄筋の折り曲げ
内法直径（D）

D16以下 3d以上

D19~D41 4d以上

SD295B

SD295A

SD345

SD390 D41以下

135°

180°

90°

90° SD490

D25以下

D29～D41

5d以上

6d以上

D

余長4d以上

d

180°

d

余
長
6d
以
上

D135°

d

90° D

余
長

8d
以

上

[注]（1） dは呼び名に用いた数値とする。

（2） スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

（3） 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

余長は4d以上とする。

（4） スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（5） 折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

（6） SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

行い、支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

加工寸法の許容差（2）

項　　　　目 符　　号 許　容　差

主　筋各加工

寸法

D25以下

D29以上D41以下

± 15

± 20

±  5

± 20

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

a, b

a, b

a, b

L加 工 後 の 全 長

[注]（1） 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

a

b

a

b 加工後の全長（L）

加工後の全長（L）

b

a

主　筋

あばら筋・帯筋
・スパイラル筋

b

a

溶接閉鎖形筋

鉄筋のあき（3）
異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値

d

異形鉄筋
d

間隔

あき0 0

鉄筋のフック（4）
a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

d. 単純梁の下端筋

e. その他、本配筋標準に記載する箇所

　　　末端にはフックが必要
図の　印の鉄筋の重ね継手の

柱

梁

定着長さ（5）

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート

L

（フックなし）

L

（フックあり）
L L

L

（フックなし）

L

（フックあり）

L

（フックなし）

一　般 小梁下端筋 スラブ下端筋

定 着 の 長 さ

SD295A

SD295B

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD345

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD390

24～27

30～36

39～45

48～60

SD490

40d 30d 20d 15d

35d 25d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

15d 15d25d 15d

15d 15d25d 15d

40d 30d 20d 20d

20d 20d35d 25d

20d 15d35d 25d

15d 15d30d 20d

15d 15d30d 20d

15d 15d25d 15d

40d 30d 20d 20d

40d 30d 20d 20d

20d 15d35d 25d

15d 15d35d 25d

15d 15d30d 20d

25d45d 35d

25d40d 30d

20d40d 30d

20d35d 25d

20d 10d 10d

かつ

150以上

[注]（1） フック付き鉄筋の定着長さL　は、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

（2） フック部の折り曲げ内法直線D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

（3） 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL　確保できない場合は折り曲げ定着とし、

全定着長をL　以上とするとともに、水平投影長さをL　以上とし、余長を8d以上とする。

尚、L　の値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

（4） 耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L　とする。

L

定着起点

L

定着起点折り曲げ開始点

D
余長

8d以上

90°フック

直線定着の長さL

定着起点

L

下端筋の直線定着長さL
（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

D

余長
6d以上

135°フック

定着起点

L

直線重ね継手の長さL

（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

180°フック

D

折り曲げ開始点

余長
8d以上

90°フック

L

L

余長
4d以上

D

フック付き定着の長さL

L

L

L

L

8d以上

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の
投影定着長さL

D

D

8
d
以

上

L

L

L

小梁・スラブの上端筋の梁内
折り曲げ定着の投影定着長さL

D

継手（6）

重ね継手

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート 重ね継手長さ

（ N/mm）
2

Fc

（ N/mm）
2

Fc

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD295A

SD295B

L

（フックなし）

L

（フックあり）

45d 35d

40d 30d

35d 25d

35d 25d

30d 20d

30d 20d

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

50d 35d

45d 30d

40d 30d

35d 25d

35d 25d

30d 20d

SD345

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD390
50d 35d

45d 35d

40d 30d

40d 30d

35d 25d

24～27

30～36

39～45

48～60

55d 40d

50d 35d

45d 35d

40d 30d

SD490

L

フック付重ね継手の長さL

L

折り曲げ開始点 折り曲げ開始点

4d以上
余長

D

（鉄筋A） （鉄筋B）

鉄筋B
鉄筋A

[注]（1） 表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（2） 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

（3） フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

以降のフック部は継手長さに含まない。

継手に関する注意点

1. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

2. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

3. 鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

4. ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

杭頭処理要領

及び内部欠損がないもの）

（1.2d）

（
1
.
5
d
）

（）内はSD490の場合

・圧接継手 ・重ね継手（下図のいずれかとする）

5. 溶接継手および機械式継手を用いる場合は信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。

6. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

3． 杭・ 基礎 （配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること）

（1） 直接基礎

100 ハカマ筋

基礎スラブ筋

A

Aの拡大図

15d程度

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハ
カ

マ
筋

のない場合
ハカマ筋

のある場合
ハカマ筋

1
4
0

7
0

ハンチを付けた場合（a≧3）

a
2

1

L

8
d
以

上

L orL 
1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

2. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3. 2 の鉄筋はD13以上

但し上筋と下筋を読みかえる

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

（2） 杭基礎

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

2
0
d 15d

重
ね

継
手

杭
主

筋
4
0
d

杭間隔は2φ かつ φ＋1,000以上

1
0
0
以

上

へりあき200以上

8
0
0
～

1
,
0
0
0

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

φ

はつり部分

10d又は重ね継手40d

HOOP筋の継手は片側溶接

鉄筋のかぶりは
100以上とする

フラットバ-@3,000
スペ-サ-

φ

LC

（各4箇所）

100

か
つ

L 
以

上

4
5
d
か
つ

L
 
以
上

フック付き

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

2
0
d

2
0
d

A

A拡大図

2
0
d
0

印鉄筋は曲げ上げ

7
0

1
0
0

2
0
d

2
0
d

L0

杭頭補強要領は特記による

B

B拡大図
L ≧100かつ4d+70以上0

d ：基礎筋の径

d ：基礎筋・ハカマ筋の

細い方の径

0

なくてもよい

L
（フック付）

コンクリート面

（3） 基礎接合部の補強

1.5L 以上

（3）

下端筋のフック付き定着長さL

・ガス圧接形状（平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

1 場所打ち杭

1 独立基礎

2 べた基礎

2 PHC杭

2 2h

a b

3 3h 3

2h

2h

2 a

a

2

2 2h

2

3

3

2h

2h

2h

3h

3h

2

a

a

2

a

2

b

3

b

1 1h

1

1

1h

1h

1

2
3

2h

1

2

2h

■

■

備　考 DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期） A3:1/ 2026.03
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

サウナ棟　構造図

SS-02



●ハッチ部分の面積 Acm 

●ハッチ部分は増打コンクリ-トを示す。

2
0
d

a
'

印は補強筋を示す

※

a20d

20d a

3-D16

※

A<500

補強タテ筋

B

4-D16

500≦A<1,000

2

a及びa'≦150

鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図
小梁、 片持梁7．

※修正箇所は下線を引くこと

定着（１） ※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする

注）設計図にカットオフ位置の

床版8．

定着および継手（１）

壁9．

a 小梁の定着

正　面

面

正

に必ず入れること。
補強あばら筋は、小梁主筋側

10d以上

θ=45°

／4
20d

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

／625d
20d

L2

15d ／4 LC 15d

連続端

0

0

0

0

小梁外端

B／2以上
※Lbかつ

　　特記がない場合

（単独小梁両端）

B

平 面 図

小梁

b 段差小梁の配筋（連続端の場合）

L2

L3
B

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

直線定着としてよい

L2

Lb

L3
B

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

小梁上端筋と同等の

8d
以

上

L2
かつ※B/2以上

あばら筋を配置

L2

B

段差部でハンチを設ける例

B

段差hがh>D-　D -B となる場合には
ハンチの検討をする。

D

D

h

2 2

ハンチがない場合の有効せい

ハンチがある場合の有効せい

L3

ハンチ

c 小梁筋の継手位置

0 0

／40／20／60

小梁

／40／20／40

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

d 片持梁の定着 注）上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。

2

あばら筋
を入れる先端部 元端部

2／3   +15d以上

片持梁筋曲げ下げ

L2

L

0

0

立 面 図 平 面 図

かつL 以上2

下端筋位置迄
折り下げること

100以内

（a）先端部の範囲とカットオフ位置

L2

8d以上

先
端

小
梁

L2

L2
片持ち梁

（b）先端小梁の定着

L2

最上部 L3h
又はLa

8
d

拘束筋　　-D10@200

大梁主筋

（c）隣接する梁がある場合で柱定着

最上部 L3h
又はLa

8
d 大梁主筋

      又は、隣接する梁へ定着する場合

L2

（d）隣接する梁がない場合で柱定着

L2

一般階

8
d

8
d

L2
L3h

La

屋根スラブの補強（2）

一般スラブ（四辺固定）

※

　　径で　=1,500とし、上端筋の上に配筋する。

　　補強筋は各3-D13 又はスラブ主筋の同一

　　※の箇所（入隅）は各階補強する

a

b

　　配筋の際かぶり厚に注意すること。

片持床スラブ定着及び出隅部補強（3）
a 片持床スラブ定着

Lb

D13
STRP上に配置

L2

8
d

L3

 ／2x

 ／4x 15d

15d

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

肩筋D13以上

Lb

D10
跳上げ止

L2

8
d

L3

 ／2y

 ／4x 15d

15d

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

主筋

（上端）

配力筋

（下端）

100以下

バ-サポ-ト

602L

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上

100以下

バ-サポ-ト

602L

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上

8
d

b 片持スラブ出隅部補強 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

一般床版配力筋

出隅部分の補強筋
注　  ≧    とする

L

1

L3 L
／

2
1

1

21

3

2

L1／21

1

／
2

1

出隅受け部

2

1／2
出隅部

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
D
13

、
下

端
筋

は
D1

0を
設

け

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

3

出
隅

部
分

の
補

強
筋

る
）

L 
 は

下
端

筋
の

定
着

注　  ≧    とする21

床版開口部の補強（4） （開口の径500以下程度の場合）

斜　　め

各 2-D13

各 2-D16

各 1-D13

150<D≦300

300<D≦500

床板厚さD

D≦150

各 2-D13

各 2-D19

各 2-D13

周　　囲

L2

周囲補強筋

2

L2

L

L

2L

2

斜め補強筋

孔と孔のへりあき100以上

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　筋を開口をさけて補強する。

2L

2

D13

D13

L2

D13

L2

D13

床版段差（5）

D

L2
全断 D13

2D以上
2L

D
/
2
以

下

D

2D

L1

D16
D
≦

H
≦

2
D

D10 @150

H
L1

全断

D

土間コンクリート（6） 釜場（7）

50300

D13

600

D
D

折曲  D10-@200

D10-@200

2-D16

● 設計配筋間隔の1／2ピッチ　長さ2L 以上

● 無筋部分D10-@200　長さ800以上

1,200×600以下

底盤と同配筋

底盤と同配筋

t

1

L2

t

2-D16

L2

打継ぎ補強（8） （ダメ穴打断面について）

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

STRP

LC

腹筋

（１）
a 梁に

定着

b 柱に（平面図）

D13

D13

L　かつ柱中心線を超える

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に

D13

スラブに上端筋がある場合

L

2 L

一段目を配置する。

シングル配筋

2 L2

D13

D13

D13

L2

2-D13以上

L
2
L

2

2L

ダブル配筋

イ は壁配筋と同じ

スラブに上端筋がない場合

受筋D10

1,000

1,000

150以上

を
超

え
る

L 
hか

つ
中

心
線

2L

L
2

2

2L

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

受筋 D10

2L

2L

2L

2h

2-D13以上

2L L

イ

イ

L2
1
5
0
以

上
か

つ
8d

以
上

c 床に （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

d 壁と壁（平面図）

2

（2） スリット部 （設計図に記入のあるとき）

tは階高の1/100程度

t

W

シーリング材使用（耐火構造用目地材）

250250

D10@400程度（防錆処理を施す）

完全スリット

柱

t

（3） 手摺、パラペット

L
2

（但し、H>800以上の場合、設計図による）

1
0
0
以

下

D13

2 L

2L

120以上

H

L
2

H

D13

150以上

1
0
0
以

下

D10 @200 ダブル

D10 @200 ダブル

L
2

D13
D10 @200 

パラペット手摺

2L

（4） コンクリートブロック帳壁 耐震壁端部の納まり（5）

注）h ≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）hはコンクリ-トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

L2 2L

h

D13

D10 @600

L
1

t

D13

D10 @400

L
1

2L 2L

0

0

一般の場合

L

L

:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

 壁筋に135　フックを設けた場合のLは8dとする。

 壁筋にフックを設けない場合のLはL とする。2

（6） 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

最下階

最上階

EW

EW

EW

EW

2

L

2

L

θ=45°

補強筋

EW

2L

2L

θ=45°

補強筋

注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

　　　　　　EW180～200の場合4-D13@100シングル

　　　　　　EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

柱、 梁増打コ ンク リ ート 補強10． 増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと（ 　　　　　　）

（１） 柱

a≦D/10かつa≦150

●150以上の増打ちは図示による。

●増打ち50以下は補強なし。

●※ 柱HOOPと同径、同ピッチとする。

（2） 梁 あばら補強筋

巾止メ筋

20d a 補強筋

D10

B

あばら補強筋

補強筋 補強筋

●梁下端増打コンクリ-トの場合も上端

●ハッチ部分は増打コンクリ-トを示す。

　増打コンクリ-ト補強と同様とする。

●補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

　とする。

　以上）とする。

2
0
d

a

a≦150

印は補強筋を示す

a≦D/7かつa≦150

●150以上の増打ちは図示による。

●増打ち50以下は補強なし。

梁貫通孔補強11． （開口補強については計算により確認すること）

（１） 設置可能範囲

梁端部（スパン  ／10以内かつ2D以内）は原則として避ける

D
／

3

／4  ／4

望ましい範囲

φ1

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

D

φ2

（φ1+φ2）/2×3以上

0 0

0

（2） 既製品 （指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

0

又はLa

注）t：底盤と同厚

（ 2）

備　考 DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期） A3:1/ 2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）
SS-03

サウナ棟　構造図



※修正箇所は下線を引くこと。鉄 骨 構 造 標 準 図　 （ 1）
一般事項1．

材料及び検査（１）

r=30～35mm
スカラップr

仮付不良

下向 F

スカラップ部分は

回し溶接する

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

R≦2

MC 　NGC

・フレア-溶接長は、鋼板に接する全長とする

プレート

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

25mm以上35mm以上

θ : 開先角度
　G : ル－ト間隔

かつ2t以上

r35

r10

θ

　裏当て金

　G 

　溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

8
B

フレア-溶接（4）

K形の場合

12≦t≦19

6<t<12

φ
θ

19<t

溶接姿勢

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

9

9

6

7

t mm

R≦2

θ G

L

f

仮付不良

仮付溶接

裏はつり側にする

良

t

開先面

良

横向 H立向 V 上向 O

（但し、t≧15mmの時4.0mmとする）

（裏はつり後裏溶接）

0＜f≦3.0mm

f

6
R≦2

G=0～2

θ=45ﾟ

θ=60ﾟ

G=0～2

5

θ=45ﾟ

R≦2

完全溶込み溶接（3）

25mm以上

G

4

L

R≦2

θ

f

θ=45ﾟ

（平継手　T形継手）

3
f

f

※1

t

12

10

25

22

19

16

11

9

8

7

6

5

9

9

6

t 

寸法（mm）

F.V

S

9

9

6

8

5

5

φ

9

13

B

8

7

35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

9

6

6

L

t 1

G

L

θ=45ﾟ

t

θ

t1

G

GC

溶接姿勢

t

0＜f≦3.0mm

4.5

S

4

5

5

8

※ 1

L1

6<t<19mm

F.V

4

4

1 ※

1※

※

4

1

   　  、    、   　型

余盛の高さmm

　　（平継手で板厚が異なる時）

（裏はつり後裏溶接）

t2/4≦a≦10mm

t 1t

削り面

1

G=0～2

溶接姿勢

2.5

T形突合せ継手余盛

1／3t
f

f

t
2／3t

19<t

12<t≦19

4<t≦12

t

のど厚t mm

t≦4

　　t／4≦f≦10mm

a

t2

F.V

1

1※

t≧19mm

2

3

4

1

45ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

6<t<19mm

F.V

F.V

6≦t<12

12≦t<16

溶接姿勢
t1

t

16≦t

t mm

35ﾟ

35ﾟ

8

89

99

9

MC 　NGC

Gθ

45ﾟ

L1t 

566

t

1t

t

溶接姿勢

9

6

9

9

8

8

1G t 

GC

θ

6 6

L

5

1

7

※1

1

※1

4 4

※

7

80以下

15
0以

下

θ=60ﾟ

（使用箇所に注意）

隅肉溶接

部分溶け込み溶接（2）

（1）

D

θ=60ﾟ
2

11

t

f f

D

G=O

1

tS S

BOX型

※溶接記号番号を    中に記入のこと

t>16mm

11～13

　余盛は（1+0.1S）mm以下とする

・但し片面溶接の場合はS=tとする

F.V

　　t／4≦f≦10mm

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚と

・tはt 、t の小なる方とする

  することが望ましい

R≦2

S

t2

1

t≦t　　　　

t

溶接姿勢

1

2

7以下

S

t

6

t≦16mm

8～10

7 10

14～16

12

（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラム

10
0以

上

※

※1

1 ※

4

1 ※

t>16mmの場合の溶接は 　  ～　   とする。※1 3 5

平面詳細図

※1

4 4

θ=75ﾟ～105ﾟ

t>柱フランジのプレ-ト厚

ダイアフラムは、柱フランジ厚16mm未満の場合　SN490C　SN490B

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。

＜柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合＞

4

1 ※

※1
BH.方式

柱が途中で折れる場合
及び梁成が異なる場合

内ダイアフラム

※

4

3 5

t

4

θ

内ダイアフラム

A - A 断面図

※ 1

4

2 ※

※

4

1 ※

2

3 5

側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

フランジが柱のRに

接しないこと

2

スカラップ部分は

4

A - A 断面図

1

7 ※

25以上かつ

エンドタブが交互に

当たらぬこと

1 ※

回し溶接する

※7

平面詳細

A

4

ガス抜き

φ=20

7

25以上
A

25
以

上

断面

内ダイアフラムの場合は柱

の角のRに接しないこと

7

　　t／4≦f≦10mm

　　t／4≦f≦10mm

※

2

※

※

　　　　　　　　柱フランジ厚16mm以上の場合　SN490C　を使用する。

t>16mmの場合の溶接は　　 又は  　 ～　   とする。1 ※ 3 52

印は設計者が記入すること。※ ※

※ ※

※ ※ ※※

t

7 ※ 梁フランジは、通しダイアフラムの
　 厚み(t)の内部で溶接する事。

断面

4

A

4

4

4

※1

A

1※

4

4

f

（但し、t≧15mmの時、4.0mmとする）

4 ※

1

（b） 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。

（a） 構造設計特記仕様その1による。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（c）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。

工作一般（2）

（b） 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

（a） 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

（c） 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

高力ボルト接合（3）
（a） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（b） 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

グリットブラストによる処理で表面粗さが50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（c） 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締め付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。

（4）

（b） 溶接技能者

（a） 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

溶接接合

溶接技能者は施工する溶接に適応する JIS Z 3801（手溶接）又は JIS Z 3841（半自動溶接）

の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする。

（c） 溶接機器

（イ） 交流アーク溶接機 300A～500A

（ロ） アークエアーガウジング機（直流）

（ハ） サブマージアーク溶接機一式

（ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ） 溶接電流を測定する電流計

（ヘ） 溶接棒乾燥器

（d） 溶接方法

アーク手溶接（MC）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（NGC）

ガスシールドアーク半自動溶接（GC）

アークエアーガウジング（AAG）

（e） 溶接姿勢

（f） 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

（イ）仮付位置

 組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

（ロ） 完全溶け込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

（g） 溶接施工

（イ）エンドタブ

1）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

2）エンドタブの材質は母材と同質とする。

3）エンドタブの長さは、MC：35mm以上　NGC、GC:40mm

以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より10mm程度残し

切断して、グラインダー仕上げとする。

（ロ）裏当て金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。

但し、溶接性能が確保できれば監理者の承認を得て変更することができる。

（ハ）スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアークとする。

但し梁成がD=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする。

（ホ）裏はつり

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マークを付ける

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

塗装（5）
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体する設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない。

溶接規準図2． （注）f:余盛　G:ル-ト間隔　R:フェ-ス　S:脚長 （単位mm）

・AAG

・AAG

・AAG

400N/mm級鋼

鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件

YGW-11,15 30以下 250以下

YGA-50W,50P

YGW-18,19

入熱（KJ/cm）

40以下

40以下

YGA-50W,50P

JIS Z 3212

JIS Z 3312

溶接材料

YGW-18,19

YGW-11,15

Cパス間温度（°   ）

350以下

350以下

JIS Z 3315

JIS Z 3315

　　範囲と溶接条件制限事項による

注）STKR,BCR,BCP材は、JIS Z 3312 のみ使用可
　　「構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事(2)口認定または登録工場」のグレード別に定められた適用

2

490N/mm級鋼
2

40以下 350以下

40以下 350以下

●

●

●

●

t>16mmの場合の溶接は　   ～　   とする。

t>16mmの場合の溶接は　　 又は  　 ～　   とする。1

●

備　考 DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期） A3:1/ 2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

鉄骨構造標準図（1）

サウナ棟　構造図
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N-径

形鋼ブレ-ス

FB-65×9　中ボルトM16

=@
60
0

16φ=@200
ア-クスポット溶接

50-400

50

50-400

600以下

符　号 部　　　材

≧ 1mm　フィラプレ-ト併用の事
Ft　-Ft　

r：半径　t：板厚

Wt　-Wt　1 2

リブプレ-ト

ハンチ起点は避けた方がよい

1Ft

1Ft

1

1

Wt

2

LP -PL- 1（ ） ） N1-径2（

M20

50

66

75

M20

34
へりあき

+0　-0.5mm

最　　　　　小

最　　　　　大

ねじの呼び（d）

板　　　厚

へりあき

板　　　厚

ねじの呼び

本　　　数

溶　接　長　さ （最小）

ボルト端から取付けボルト
穴心のあき     （最小）

は　し　あ　き（最小）

切板製

2Wt

2Ft

2Ft

取付ボルト
（2）

平鋼製
（最小）

N2-径）（-PL 3
調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差

（最小）

軸径d 1

JIS　B　1186　　2種高力ボルト（F10T）

11

M12 M16

t

e2

e3

t

（1）

6

40

52

5 6

50

52

1

M16

11

M20

6

59

55

6

9

9

9

66

60

9

M14

S

R

e1（2）

（1） e2

40 40

28 28

M12

45

28

50

34

M16 M18

300以下

スラブ端部の補足材

50-200

50-400

1

M22

2

M20

9

73

85

9

9

70

85

9

1

55

38

50

38

M22 M24

1

e

PL-1.6

PL-1.6

50-400

e

1

e

L形鋼

e

補足受材

e

PL-（2）

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

p
e

PL-（3）

eeee

10N1（片側）

e
p

ep
10

peee

フランジ

PL-（2）

PL-（1）

N2（片側）

PL-（1）
PL-（2）

符　号 タイプ

e

p

部　　　材

1

e

1

e
p

（片側）

PL-（1）

PL-（1）

PL-（2）

N

ee
10
e

1

部　　　材符　号 PL-（1）

L
注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行なう

PL-（3）

ウエブ

PL-（2）
PL-（1）

符　号

ee

N2

e
p

p
e
e
e
1
0L

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

3
）

L
部　　　材

P

フランジ

-- LP1（ ） ）（2 N1-径

P
L
-
（

3
）

ppe e

N2

e
p

e
1
0

e
p

e

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

2
）

4

Bタイプ

L

p

e

PL-（1）

N-径

e

e e

N

D≦150

PL-（2）

PL-（1）

PL-（3）

e

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

p
e

p
1
0 e

eL

p N1

B1≦250

B2 B2

B1

p4
5

PL-（3）

D≦300

PL-（2）

PL-（1）

150
40

e 4
5

40

35以上

1

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ビ
-ズ

140

e

（90）70 70（90）

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

4
5
e

4
5

1
0 e

e
4
5

4
5 N1

L

B1

B1=300

B2 B2

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

p
e

e
e

p
1
0
p N1

B1

B1=350（400）

B2 B2

梁との溶接およびコネクタ-

受梁へのかかり寸法及端部処理

梁上通しの場合

梁上切断の場合

N2-径

ウエブ

-LP （ ）3

e

4

Cタイプ

4

1

あて板（鉄板）

e

水平ブレ-ス

既製品面戸（鉄板）

羽子板ボルト

長さ

d
1

柱D=250mm
Aタイプ使用は

以下とする

35以上

Aタイプ

400 170

4

S

d
1

8

S

d

8

70175

200

250

350

300

80

100

140

110

B1

150

B2

60

長さ
d

R e
2

e3
e1

R

t

R

P

e1
e3

t

e
2

1

PL-（1）

1

パイプとプレ-ト補強（片面）

リブプレ-ト補強パイプ補強（小径の場合）

プレ-ト補強（片面又は両面）

PL-3.2

L-50×50×6@≦600

1

1

PL-50×6

30 6

50

e

φ

1 1

10 10

1

1

1

1

1

φ

スタッド材の標準形状・寸法

あて板（非金属）

e

折曲加工

2φ

Ld

形状

D

T

φ22mm

φ19mm

φ16mm

10

φ13mm

呼び名
軸径 d
mm

ス タ ッ ド 材

頭径 D
mm mm

頭高さ T

N

30ﾟ

1 PL-6

1
5

二重ナット等

10

溶接後の長さ L

mm

（両面） 1

e

PL-（1）

p
e

ee10

N

＜TYPE-1＞ ＜TYPE-2＞ ＜TYPE-3＞

H-100×50及びH-150×75の場合

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

r＞8t以上

φ
'

2
φ

'

D

e≧35mm

座金

の戻り止め

アンカーボルト
(定着長さ≧20d
かぎ状に折り曲げる
等の措置)

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

帯筋(令77条
を準用)根

巻
き

部
分

の
高

さ
≧

柱
幅

×
2.

5)

H

D

柱幅
(DとHのいずれか

大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ
(＞

柱
幅

×
2.

0)

コンクリート
のかぶり厚さ
(柱幅以上)

基礎梁主筋ベース
プレート厚
≧1.3d

基礎梁主筋

基礎梁主筋
U字形
補強筋

アンカー
ボルト径
(d)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

φ
'

φ
'

1 φ

1

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

貫通孔の間隔

D

プレート補強の板厚

スリーブ径 補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

φ≦0.15D

φ≦D/4

φ≦D/3

φ≦0.4D

50-200 1

PL-50×6

U字形補強筋

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
孔

径
≦

d
+
5
m
m

※修正箇所は下線を引くこと。鉄 骨 構 造 標 準 図　 （ 2）
継手規準図、 その他3．

高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）（１）

呼び径 d

M22

M20

M16

M24

穴　径

24

22

18

26

ボルト 最 小 縁 端 距 離 （e）

ボルト穴径、最小縁端距離

（1）

50

55

40

60

（2）

38

34

28

44

（2（3）

28

26

22

32

準の） 標（）

40

40

40

3

45

標 準最 小

55

50

40

60

60

60

60

70

（P）ピ ッ チ

（mm）

M22

M20

M16

M24

M27

ア
ン
カ
｜
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M30

M30を

(
)

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

21（16.5）

呼び径+5

35

25（20.5）

27（22.5）

29（24.5）

32

38

34

28

44

28

26

22

32

49

54

9d/5

36

40

4d/3

（40）

（40）

（40）

（45）

（40）

（50）

（55）

（60）

（60）

（60）

（60）

（70）

超える

[注]（1） 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（2） せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（3） 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ピン接合梁継手リスト（2）

剛接合梁継手リスト（3） （SCSS-H97による）

ハンチ部の継手（4） フランジ及ウエブ厚の差のある場合

柱継手リスト（5）

p10

鉄筋ブレース（6） （JIS規格品とする・・・ JIS A 5540 … 2008 / 5541 … 2008）

6

[注]（1） e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

（2） 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

羽子板ボルト（a）

形鋼ブレース（b）

デッキプレート（7） （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

柱脚（8） 注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

※ 構造用アンカーボルトは原則として JIS B 1220、JIS B 1221を使用する。

頭付スタッド（9） （JIS　 B 1198 - 2011）

13 25 8

16 29 8

19 32

22 35

25 41

10

10

12φ25mm

80 100 120

80 100 120

80 100 120 150

80 100 120 150

120 150 170

梁貫通孔補強（10）

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強板の穴径を示す。

・既製品を使用する場合は施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

種　　　類

18.33

18.07

150

21.5

12.41

12.66

10.59

17.0

100 115

17.0

10.83

16.0714.41

17.0

125 140

21.5

14.66 16.33

21.6920.07

165

23.5

175

21.5

20.33 22.00

32.525.0 25.0 25.0 32.5 37.5 37.5

・梁端部（内法スパン   の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。0
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鉄骨構造標準図（2）
SS-05

サウナ棟　構造図



■

レ

MDF等の日本工業規格に準拠する。

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)
OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。

２　級

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

接着の程度

（構造用合板の場合に記入）（注1）

板面の品質

（OSBの場合は曲げ性能）

強度等級 ホルムアルデヒド

放　散　量
寸　法部　位

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

（LVLの場合は曲げ性能）（LVLの場合は区分）

強度等級
材面の品質 使用環境

品　名
部　位 樹種名

放　散　量

ホルムアルデヒド

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

【構造用集成材・LVL】

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

無

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）有

背割りを行う部材の有無

材面の美観保存処理乾燥処理強度等級樹種名部　位

【構造用製材】

（１）構造用製材

2.1　木質材料

は適用項目を示すものとする。２．材料の品質

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（８）製作工場の選定、承諾

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

（９）各種試験・検査報告書の提出

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

（５）疑義

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

設計図書の優先順位は下記による。

（４）設計図書の優先順位

4．標準図

3．特記仕様書

2．設計図

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

（３）準拠する図書

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（２）設計図書

生地SUS304JIS G 4303

JIS G 4303 SUS304

JIS G 3131

SUS304JIS G 4303

生地

丸座金

角座金

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm）

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

先端は、3～5mm程度面取りすること。

横架材接合部

（　　　　　　　）

鋼材

（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

品　名

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

メーカー等

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など短期許容接合耐力

柱頭・柱脚接合部

接合部

筋かい耐力壁の

種　類

（５）接合金物、鋼材

68584838

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

堅木（樹種：　　　　　　）木栓

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼

強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼
 JIS B 1180

 JIS B 1180

（コーチボルト）

ラグスクリュー
鉄

鉄

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径材　質種　類

ドリフトピン

70

6

140

125

13

24

60

6

120

105

9

20

50

4.5

90

80

9

16

35

3.2

70

60

6

1210

4.5

50

60

3.2

30

3530

25

3.2

45

40

4.5

8

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

　　ボルト径座金の大きさ　　　　　

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

ステンレス

鉄
SS400

SPHC

生地

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

ステンレス

鉄

ステンレス

SNR400B,490B JIS G 3138

SWRM8～10 JIS G 3505

SWRCH8～10JIS G 3507-1

SS400 JIS G 3101

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

アンカーボルト

鉄

　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

材　質

SWRCH8～10

SWRM8～10

SS400

JIS G 3507-1

 JIS G 3505

 JIS G 3101

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径

全ネジボルト

有効径六角ボルト

呼び径六角ボルト

種　類

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1

　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

（特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）ml/m 2300塗布、吹付、浸漬　・現場処理：

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

□外観検査　　□加工寸法検査

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法検査

外観検査

材種・等級の確認

ヤング率測定

含水率測定

（３）ボルト、ナット、座金

(㎜)長さ(㎜)径

フラット／バーブ平頭

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

使用箇所製品名

（２）木質構造用ビス

2.2　接合具

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

補強金物

SWM-N

SWM-N

SWM-N

網目付き/ｽﾑｰｽ

平頭フラット及び
耐力壁、床板、屋根SUS304JIS G 4309ステンレスＳ釘

ＧＮ釘 平頭フラット石膏ボード用JIS G 3532鉄

ＺＮ釘

平頭フラット耐力壁、床板、屋根

JIS G 3532

ＣＮ釘

鉄

鉄 JIS G 3532

/スムース
皿頭網目付き

耐力壁、床板、屋根鉄Ｎ釘

（１）くぎ、木ネジ

頭部／胴部形状使用箇所(㎜)長さ(㎜)径

SWM-NJIS G 3532

材　質種　類

３等、４等で示す

材の品質を１等、２等、Ef150など測定した縦振動ヤング係数

で定められる区分で示す
（記入例）

等　級縦振動ヤング係数区分樹種名部　位

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

□　

　木質工事特記仕様書

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

　□施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　□立ち会い検査

　　□建物の倒れ　　

６．運搬・建方

　　　（節点間のレベル差）　 

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

□　建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

□　最終確認

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　建方時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　地組み時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□　アンカーボルト施工時の立会い検査

（７）施工状況の検査

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　：　□　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　 　　　　 　　〕□

　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm　　　　　階高

〔　　　　　〕　　□：　□±3mm以下　　　　　通り芯からの誤差　
〔　　　　　〕　□□±3mm以下　　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：

　　□柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm　　□建物のわん曲　　

□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　

　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

・建方の精度基準は下記による。　

（６）建方精度

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

　行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

（５）アンカーボルトの施工

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

（４）施工時の安全性

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

　　□　建方計画書の提出　

（３）建方計画

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　集積場の確認　  

よる割れが発生するため避ける。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

（２）集積・保管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　輸送計画書の提出　〔　

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

（１）輸送計画

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

５．木材の加工

（dはドリフトピン径）

　　　　□　調整代をとったボルト接合工法の場合（大断面集成材、LVL）：材長の±0.04％以下　　　

(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)

（dはドリフトピン･木栓径）ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ

ｄ+1.0ｍｍドリフトピンの接合金物等の穴径：

（５）加工状況の検査

　□梁：（　　　）　mm

（４）面取り

　□柱

□製材（　　　　　　　）　□集成材･LVL（　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　）

ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　接合金物等：

（３）表面仕上げ

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

図面表示は仕上がり寸法である。 

（２）加工寸法の精度

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意

せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）

（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）　　　　　　集成材　　： ｄ+1.0ｍｍ

　　　　□　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

（　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　材種：□

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

（４）接合金物

（３）接合具

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

は適用項目を示すものとする。レ４．材料品質の検査方法

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

で確認すること。

ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

（１）構造用製材

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

全数

全数

全数

全数

全数

検査項目

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

製造工場の認定書の写しを確認する。

含水率測定の時期は、監理者の指示による。　□　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　□　

製品名（会社名） 塗り回数

（　　　　　）

（　　　　　）K3（　　　　　）□

（　　　　　）

高耐久材

（　　　　　）

工場処理材

□

□

□

K3

K3

K3

□

□

□

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

現場処理

□

□ （　　　　　）

土台
使用部位

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

（　　　　　） □ K3 □ （　　　　　） □ （　　　　　）

水周り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）□防蟻薬剤による処理：薬剤（　

（２）土壌処理

□　塗布

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

　部位

製品名 備　考使用箇所

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（４）丸太・そま角

【丸太・そま角】

１．一般事項

（１）適用範囲

（１）木材の防腐・防蟻処理

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

■

■

■

■

梁

土台

C-D 　☆☆☆☆F特類

２　級 C-D 　☆☆☆☆F特類

■ N50,75,90

■

■

■M12,M16

M12,M16

■
■

M12,M16

φ12 120

M12

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■

■

■

BP2または同等認定品

羽子板ボルト(に)、短冊金物または同等認定品

錆止め+仕上塗装

■

■

□

■

■

■

TR1地組時の立会い■

■

■

■

意匠の仕様による

■

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

杉柱・束

D20

■

■

屋根

壁

12㎜

9㎜

□

□

□

□ □（　　　　　）

（　　　　　）

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　　　　　　　　）

WC1(外部柱)

■

■

■

■ ：（　　　　　　）mm

意匠図による

本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格

■

■

■

■

■

■

プレーナー仕上

垂木

間柱

梁

または、信州木材認証製品とする（米松を除く）。

米松 無等級

無等級

無等級

米松

唐松

米松

米松

無等級

無等級

無等級

■

■ CN50,75,90

■
スギ

■外壁間柱　1mまで

外周木質系面材耐力壁1ｍまで

外周筋かい1ｍまで

外周柱1ｍまで

■

梁 米松 対称異等級構成 E120-F330

カラマツ
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木質工事特記仕様書



１

２

３

４

５

13

14

15

11

12 壁柱（集成材）

７

８

９

10

６

アンカー吊下ボルト

ピタットベース

C1リング

C2リング

Q1座金

Q2座金

ドリフトピン

M20 3種ナット

M20アンカーボルト

M20丸座金

土台

基礎用パッキン

コンクリート型枠

１

１

６

７

８

８

７７

７

９

９

10

11

13

13

14

15

２

３ ４

５

3-1 アンカー設置 3-2 立上り打設 3-3 壁柱心及び柱脚金物心墨出し

3-4 ピタットベースと壁柱を接合

柱心

3-5 墨に合わせて設置 3-6 C1リング挿入 3-7 C2リング挿入

3-8 Q1座金設置 3-9 Q2座金設置 3-10 M20ナット取付

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

柱心

乗るように設置

するように設置

アンカー吊下治具

セルフレベリング

ドリフトピン8本

注意：凸部下向き 締付標準トルク：40N･mQ1座金をピタットベースの孔に均等に

ネジ部を養生

アンカー吊下ボルトを使用

C1リングとボルトが接触

M20

2-4　Q1座金

2-6a　DP-1032-7　M20 3種ナット

2-10　アンカー吊下ボルト

2-8　M20アンカーボルト 2-9　M20丸座金

2-2　C1リング 2-3　C2リング

2-5　Q2座金

2-6b　DP-118

2-1　ピタットベース

2-11　M20 3種ナット

　アンカー吊下ボルトに2個付属

※M20アンカーボルトに3個付属

※M20アンカーボルトに1個付属

  　　ドリフトピン105角用   　　ドリフトピン120角用

R24.5

R18

R17.5
R3
5

R17.5

R10.5

R27.5R1
0.
5

φ50

φ37

M20

M20 D22

凸部

M16 M20
M20

〒131-8505　東京都墨田区押上２－８－２

ＨＰ評価（木）－２０－０２６

１．構成部材・名称

PAT.

２．部材寸法 ３．施工

営業支援部

TEL. 03(3624)5401　https://www.okabe.co.jp/mokuzo/frontier/
標準図

12

１

６

～構成部材～ ～構成部材の名称～

柱心

アンカーボルト

ドリフトピン8本

※1

※1：「ピタットベース」は岡部株式会社が販売する高耐力柱脚金物(HP評価-17-017)

ピタットベース取付部加工・寸法

±0.3 ±0.3

±0.3 ±0.3

16-Φ12

±
0
.
3

±
0
.3

±
0.

3

±
0.

3

±
0.

5
±

0
.5

±
0.

3

±
0.

3

±
0
.3

±
0.

3

±
0.

3

±
0
.3

±
0.

3

±
0.

3

±
0
.5

+5.0
-0.0

・DP-103 ： 120mm

・DP-118 ： 135mm

-0.0
+5.0

-0.0
+5.0

深さは以下の値とする。

幅方向のドリフトピン孔の項目

種類

強度

寸法

同一等級構成集成材

異等級構成集成材

幅　(mm)

厚さ(mm)

※2

※3

※1：集成材の日本農林規格

区分

壁柱に使う木材の適用範囲

※2：壁柱のモーメント抵抗方向の長さ

※3：壁柱のモーメント抵抗方向に対して直交方向の長さ

　　（2003年2月27日農林水産省告示第235号）

　　 構造用集成材

(2012年6月21日農林水産省告示第1587号）

JAS規格集成材

E65-F255　以上

E65-F220　以上

210mm～450mm

105mm　以上

※1

仕　様

アンカーボルト（標準仕様）

径12mm以上

径9mm以上@300以下

基礎コンクリートの
設計基準強度

Fc = 21 N/mm 以上
2

～基礎の標準仕様～

・基礎の「標準仕様」は上記を満足するとともに、

　「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版)」

　等に記載の許容応力度設計の仕様規定を満足すること。

★基礎の「標準仕様」はアンカーボルトの基礎への定着力を発揮するために必要な仕様であり、基礎梁の応力伝達（曲げ・せん断等）を必ず満足するものでは

　ありません。構造計算等において本工法の直下に位置する基礎の仕様が、上記記載の標準仕様を超える場合、その基礎仕様を厳守してください。

アンカーボルト（標準仕様）

・立ち上がり部の幅はアンカーボルトが標準仕様の

　場合の値であり、仕様・配置によってアンカーボ

　ルトのかぶりが確保できるように適切に拡幅する。

外部

内部

内部

外部 外部

内部内部

外部

内部

・アンカーボルトは基礎主筋よりも建物内部側

　に配置すること。

５．基礎

5-1 主筋・縦筋 5-2 立ち上がり部の幅・縁距離 5-3 アンカーボルトの配置

６．壁柱材（集成材）

6-1 壁柱材の適用範囲 6-2 壁柱材加工図

４．高さ

※注意：アンカーボルトM20をコンクリート天端より60mm出るように設置

ドリフトピンの長さの中央とピタットベースの鋼板の

Ver.22-09

梁

位置が一致するようにドリフトピンを打ち込むこと

R
木造壁柱工法

基礎に直接金物を設置

基礎用パッキンや
ゴムの上に設置しない

（市販品）

6
0

95

105 105

10
5

13
0

23
5 4
.5

3
0 12

350100

470

20

9

4
.5

9

3

200

230

30

3
0 12

103

Φ
1
2

Φ
1
2

118

135

4
4

5540

7540

202
5

2025

2025

202
5

42025

2025

厚さ

幅

定
着

長
さ

 :
 3

90
mm

180mm以上
90mm以上

90mm以上 90mm以上

18
0
mm

以
上

1
80

mm
以

上

1
80

mm
以

上
18

0
mm

以
上

高
さ

：
基

礎
天

端
か

ら
構

造
心

ま
で

の
距

離
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釘

中通り150mm

種類

釘の

N50

GNF40
or

GNC32
GNF40
or

GNC40
GNF40
or

GNC40

GNF40
or

GNC40

N50

CN50

厚み

N50@150mm、たる木@455mm

床梁：断面(　　)mm×(　　)mm

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm
川の字釘打ちN75@150mm以下

川の字釘打ちN75@150mm以下

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm
川の字釘打ちN75@150mm以下

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm

受材

４周釘打ちN75@150mm以下

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm
川の字釘打ちN75@150mm以下

合板は千鳥で配置する
構造用合板24mm
４周釘打ちN75@150mm以下

受材

受材

品確法
床倍率

水平構面の使用

0.7

幅180mm板材　9mm
N50@150mm、たる木@500mm

0.2

10

屋根材

屋根面の納まり [告示第1654号]

大壁 [告示第1100号]

※　ﾊﾟ-ﾃｨｸﾙﾎﾞ-ﾄﾞ・構造用ﾊﾟﾈﾙ・ﾊ-ﾄﾎﾞ-ﾄﾞの付き合わせの間隔は、胴差以外の部分で２～３mmあける。

1,000mm以下

500mm 500mm

以下 以下

間柱

6mm以上

柱

1,000mm以下

500mm 500mm

以下 以下

P
1
P
1

P
2
P
2

P1 P1

間柱

6mm以上

柱

P
1
P
1

P
2

P
2

P1 P1

木製火打の取り合い

床梁：断面(   )mm×(   )mm 床梁：断面(   )mm×(   )mm

床倍率
水平構面の使用

10

屋根材

●　構造用面材との取り合い

真壁 [告示第1100号]

間柱 柱

1,000mm以下 1,000mm以下

2,000mm以下

柱

胴つなぎ

受材

構造用面材

構造用面材の種類
釘の

間隔

150mm

150mm

150mm

150mm
　　 　Ａ種

150mm

150mm

　　 　Ｂ種

柱
受材 30×40mm以上

構造用面材

構造用面材
釘面材

柱
受材 30×40mm以上

構造用面材

構造用面材
面材

柱

構造用面材

構造用面材
釘

柱

構造用面材
面材

受材 30×40mm以上 受材 30×40mm以上
間柱

間柱
構造用面材

面材

構造用合板

構造用パネル

石膏ﾗｽﾎﾞ-ﾄﾞ

構造用石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ

構造用石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ

石膏ボ－ド

片側真壁　Ｔ字部の取り合い

両側真壁　Ｔ字部の取り合い両側真壁　隅部の取り合い

片側真壁　隅部の取り合い

筋かい端部及び柱端部と接合金物との納まり [建築基準法施行令第46条第4項　告示第1460号　告示第1654号]

筋かい端部の取合い [施行令第46条第4項]

柱
間
隔

90
0 
～
 2
,0
00
mm

1-角根平頭ボルト M12
1-小型角座金 W2.3×30
1-六角ナット M12

筋かいプレ－ト ＢＰ2

17-ｽｸﾘｭ-釘 ZS50
ボルト M12

角座

角座

(または同等認定品)

タルキと母屋、梁は2-N75

柱

柱

構造用受材

構造用面材 構造用面材

構造用面材

土台

基礎

構造用面材

構造用受材(45×90mm以上)

構造用面材

構造用受材(45×90mm以上)

受材

面材

構造用面材

受材

面材

構造用面材

構造用面材

基礎

土台

間柱

柱

間柱 柱

土台

構造用面材

構造用面材

構造用受材(45×90mm以上)

構造用面材

構造用面材

構造用面材

受材 構造用合板

面材

受材

構造用面材

面材

構造用面材

●　構造用面材の隅部の取合い ●　構造用面材のＴ字部の取合い

床梁：断面(　)mm×(　)mm

構造用合板　12mm

構造用合板短辺をタルキ方向とする○　合板の短辺を床梁に固定する方法

○　(ホ) 90×90mm以上の筋かい　(壁倍率 3.0、たすき掛けの時 5.0)

○　勾配30°以下の取り合い○　根太なし・直張り・４周釘打ち・品確法床倍率3.0の取り合い

○　合板の長辺を床梁に固定する方法

幅180mm板材　9mm

N50@150mm、たる木@500mm

構造用合板　12mm

N50@150mm、たる木@455mm

0.2

転び止め(垂木と同ザイズ）、梁、母屋に、タルキ間 4-N75とめ

○　根太なし・直張り・川の字釘打ち・品確法床倍率1.2の取り合い ●

● ●

P
1
P
1

P
1
P
1

厚み構造用面材の種類 釘の種類 壁倍率内部釘間隔 P2

構造用合板

ハ－ドボ－ド

硬質木片セメント板

構造用石膏ボ－ドＡ種

構造用石膏ボ－ドＢ種

ラスシ－ト

シ－ジングボ－ド

石膏ボ－ド

外部釘間隔 P1 特記事項

土台

ＲＣ梁

M16 M12

30内外

150内外

アンカーボルトの納まり

200以内 200以内

3
6
0
以

上

埋込み長250以上

特記:HD金物のアンカーM16の埋め込み長は、メーカーの仕様を優先とする。

(メーカーにより360以上必要な場合があるので注意する事)

合板合わせ目見付巾45奥行60以上

目見付巾30
奥行60以上

1.0

P1P1

●

N50 150 150 2.5 告示第1100号

バルコニー

(床耐力　2.35 kN/m)

(910)mm (910)mm

(910)mm

(910)mm (910)mm

(床耐力　1.96 kN/m)

母屋：断面(120)mm×(　)mm

母屋：断面(120)mm×(　)mm

軒桁：断面(120)mm×(　)mm

(　)mm (　)mm

構造用合板短辺をタルキ方向とする

たる木：断面(45)mm×(90)mm　-　@455　米松

母屋：断面( 120)mm×( 　)mm

母屋：断面( 120)mm×(　)mm

軒桁：断面(120)mm×(　)mm

(　)mm (　)mm

(床耐力　1.37 kN/m)

（A）腰掛けあり＋短ざく金物

横架材

横架材

腰掛けあり

羽子板ボルト
SB-E2
SB-F2

横架材

腰掛けあり

短ざく金物 S

＋羽子板ボルト

通し柱

胴差し

羽子板ボルト
SB-E2
SB-F2

（A）大入れあり＋羽子板ボルト

横架材

横架材

腰掛けあり

羽子板ボルト×2
SB-E2
SB-F2

横架材

腰掛けあり

短ざく金物 S×2

（A）かたぎ大入れ短ほぞ差し （B）腰掛けあり＋羽子板ボルト×2 （B）腰掛けあり＋短ざく金物×2

横架材相互の取合 (A) (B)

( 1.0,2.0 )

小梁

大梁

六角ボルト

火打ち梁 90×90mm

(750)mm

(
7
5
0
)
m
m

または鋼製火打

h 150以上

h
 
1
5
0
以

上

●　受材仕様・構造用面材との取り合い

構造用合板

壁倍率

2.5

2.5

1.5

1.5

1.3

1.0

3.3

受材
30x40以上

床・屋根の納まり [告示第1654号]

9以上

9以上

(HD35は、メーカー仕様による事)

9
外周　75mm

釘
釘

釘 

釘 釘

受材を止める釘：2.5倍N75＠300、3.3倍N75@200 両面貼りの場合は、受材も２列とする

N90@200,@300mm以内

N90@200,@300mm以内 N90@200,@300mm以内
(3.3, 2.5)

(3.3, 2.5)

(3.3, 2.5)

たる木：断面(45)mm×(105)mm - @455　米松
( 2 )

タルキと母屋、梁は2-N75

●　勾配30°以下の取り合い2階床

*寸法：小梁は、サウナ室部で＠651以下、水風呂部は＠455以下とする。 合板を止める釘打ちは、上図以外の中間の梁、斜めの梁にも行う事。

特記：受けの横架材が斜めの場合は、15㎜の大入れ+パネリードXP8-200×3本止めとする事。

○　(ニ) 45×90mm以上の筋かい　(壁倍率 2.0、たすき掛けの時 4.0)

** *

(606.6)mm (606.6)mm (606.6)mm

（内部小梁N75-@150)

( * )mm

30x40以上

合板合わせ目：見付け巾60×40以上

合板合わせ目：見付け巾60以上

軒の出部分には、吹上防止金物を設置する事
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令和6年度（繰越）
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DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期）
2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

サウナ棟　構造図
備　考

M20:アンカーボルトM20(岡部ピタットベース)

M16:アンカーボルトM16(Zマーク)

M12:アンカーボルトM12(Zマーク)

サウナ棟基礎伏図　　1：50

見下げ図

SS-09
基礎伏図・基礎リスト(1) A3:1/50・1/30

(4-D16)

(4-D16)
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柱金物は、1階の柱頭・柱脚を示す

地盤から高さ1ｍ以内の木部は、防蟻、防腐処理を行う事

木材の寸法は、仕上がり寸法とする

金物はZマークまたは同等認定品とする

Λ 山型プレート

HD10～25 ホールダウン金物

凡例

土台

間柱 30×120-@455　ベイマツ無等級 (合板耐力壁の合わせ目は60×120とする）

120×120　カラマツ　無等級

構造用合板：T=9　数値は壁倍率を示す (木造標準図参照）

見下げ図

サウナ棟1階・ブリッジ上部基礎伏図　　1：50
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令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期）
2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

サウナ棟　構造図
備　考

A3:1/50・1/30

SS-10
1階伏図・基礎リスト(2)
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Λ 山型プレート

HD10～25 ホールダウン金物

間柱 30×120-@455　ベイマツ無等級 (合板耐力壁の合わせ目は60×120とする）

柱金物は、2階の柱頭・柱脚を示す

構造用合板：T=9　数値は壁倍率を示す (木造標準図参照）

床仕様は木造標準図によるによる

金物はZマークまたは同等認定品とする 木材の寸法は、仕上がり寸法とする

横架材接合はAとする

凡例

梁 ベイマツ　無等級　特記なきは105×105

(集) 構造用集成材E120-F330　ベイマツ

見下げ図

サウナ棟2階伏図　　1：50
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一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
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構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期）
2026.03
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長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

サウナ棟　構造図
備　考

SS-11
2階伏図 A3:1/50
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見下げ図

サウナ棟屋根伏図　　1：50

母屋、梁上垂木間面戸材：45×105　ベイマツ無等級

屋根の仕様は木造標準図によるによる

凡例

垂木：45×105-@455　ベイマツ無等級

横架材接合はAとする
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Λ 山型プレート

HD10～25 ホールダウン金物

間柱 30×120-@455　ベイマツ無等級 (合板耐力壁の合わせ目は60×120とする）

構造用合板：T=9　数値は壁倍率を示す (木造標準図参照）

ベイマツ　無等級　特記なきは105×105梁

束柱　120×120　スギ　無等級材

凡例

小屋裏筋かい　45×90

束柱金物は、小屋裏の柱頭・柱脚を示す

横架材接合はAとする

金物はZマークまたは同等認定品とする 木材の寸法は、仕上がり寸法とする

DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期）
2026.03
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長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

サウナ棟　構造図
備　考

A3:1/50

見下げ図

サウナ棟小屋伏図　　1：50

小屋・屋根伏図
SS-12
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2.5：構造用合板2.5倍仕様貼り

3.3：構造用合板3.3倍仕様貼り
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2

STK400 STK490

■
■

　　関係技術基準解説書 2007)』によって検討した部材の条件･仕様によること｡

鉄　筋

長期許容支持力度 kN/m 2

kN/m

cm×　　N/m /cm

190

コンクリ-トブロック(CB)

高力ボルト　　　　認定番号　S10T:MBLT-0052  　　溶融亜鉛めっき高力ボルト:MBLT-0050

F10T(JIS B1186)

A種

(2)
B種

コンクリート(1)

木造(W)

建築場所(1)

M24)溶融亜鉛めっき(F8T)S10T M20,M16, M22,

C種　　厚 100 150120

増築 増改築 改築 近隣有　　(　　　　　　　　　  )敷地内

(1) 地盤調査資料と調査計画

適用は  　印を記入する｡

数検率 は又査 査検

防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする｡錆止めのペイントは､

建築物に設ける屋上からの突出する水槽･煙突･その他これらに類するものは､風圧､地震力等に対して構造耐力上

建築設備の構造は､構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする｡

建築設備の支持構造部及び緊結金物には､錆止め等､防腐のための有効な措置を講じること｡

注1) 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし､外観検査､超音波探傷検査を100％行うこと

必要に応じて記録写真を撮り保管すること｡

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること｡

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること｡

(7)

主要な部分に緊結され､安全であること｡

耐火被覆の材料

検

(6) 防錆塗装

箇査 所

完全溶込み溶接部

検 査

超音波探傷検査

方

硬さ試験

内社
法

第 三 者 工事監理者
考備

接合部の溶接は下記によること

平成12年度建設省告示第1464号第二号　イ､ロ

印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること)

組立･開先検査

鉄骨工事は指示のない限り下記による

工事監理者の承諾を必要とするもの

社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

(4)

(5)

(2)

(

(3)

接合部の検査

工事監理者が行う検査項目

製作工場

現寸検査

鋼材 高力ボルト

(1)

頭付スタ ッド

工作図製作要領書

特殊ボルト

製品検査

施工計画書

(突合せ溶接)

※平成12年建設省告示

工事種別(2)

構造設計一級建築士の関与(3) 必要 必要としない

構造種別(4)
補強コンクリ-トブロック造(CB)

鉄筋コンクリート造(RC)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)

壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

階　数(5)

主要用途(6)

屋上付属物(7)
高架水槽 キュービクル 広告塔

特別な荷重(9)

倉庫積載床用

リフト ホイスト
2 受水槽

付帯工事(10)
門塀 擁壁 駐輪場

増築計画(11)

構造計算ルート(12)

) 無

(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

適 用 箇 所 種　　類 設計基準強度
Fc=N/mm

品質基準強度
Fq=N/mm

スランプ
cm

捨てコンクリート 普通

土間コンクリート 普通

柱･梁･床･壁 普通 軽量

普通 軽量

押えコンクリート 普通 軽量

備　　考

基礎･基礎梁 普通

比重

単位水量は 185kg/m　以下､単位セメント量は 270kg/m　以上とする｡3 3

鉄　筋(3)

高強度せん断補強筋

丸　　鋼(JIS G 3112)

溶接金網(JIS G 3551)

SD295 A

SD295 B

SD345

SD390

材種

大臣認定番号 MSRB-

SR235

異形鉄筋(JIS G 3112)

種　　類 径 使用箇所 継手工法

溶接継手

機械式継手

(　　　　　　　　)

各継手の使用詳細については
本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋
継手等の■にて表示すること｡

鉄　骨(4)

SS400

SM490 A SN490 B SN490 C

BCR295 BCP235 BCP325

SSC400

SM400 SN400 A,B,C

大臣認定品　認定番号　MSTL-9021

有 無

種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格･認定番号等

○使用箇所の詳細については別途図示とする｡

ボルト(5)

(

4.8(4T)

アンカーボルト

シングル ダブルL= ナット(　　　　　　　　　　 　)

シングル ダブルナット(　　　　　　　　　　 　)

頭付スタッドボルト

L=φ= 使用箇所(　　　　　　　　　　　　 )柱 大梁 小梁

φ= 使用箇所(　　　　　　　　　　　　 )柱 大梁 小梁

屋根,床,壁(6)
材　　種

折　版

特殊デッキプレート(JIS G 3352)

デッキプレート　　(JIS G 3352)

キーストンプレート(JIS G 3352)

ALC (JIS A 5416)

H=

型式

型式

型式

厚

厚

厚

厚

厚

型式　厚　その他 使用箇所

屋根

壁 床版

床版

床版

床版

スライド

ロッキング

ボルト止め

仕様･構法

無無　　(　　　　　　　　　　　  )有調査計画

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

スエーデン式サウンディング

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

PS検層

注)上記表中の資料が有るもの､調査計画があるものに○を記入する｡

(2) ボーリング標準貫入値,土質構成(基礎･杭の位置を明記すること)

調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本 数 特 記 事 項

試験杭 無有　　　　　　(　　　　　　　) (　　　　　　　　　　　　　　　　　)打ち込み･ 載荷･ 孔壁測定 本

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

場所打ち

コンクリート杭

SC杭

鋼管

PHC

RC

摩擦杭

H鋼

PRC PRC (　　　　　　　　　　　　　　)I種 種

PHC (　　　　　　　　　　　　 )A種 B種 C種

鋼材 SS400

JIS

Fc N/mm 2

kN kN

エレベータ kN kN

N/m kN

地下 階 地上 搭屋 階

有　(

mm

L= mm

mm

L= mm

コンクリート

Fq N/mm 2

スランプ cm以下

セメント量

単位水量

kg/m 3

kg/m 3

鉄　筋 主 筋 SD

HOOP SD

埋込み(セメントミルク構法)

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

BH 深礎 手掘

機械掘

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

(3) 杭基礎

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針:日本建築センター2002」を参考とする｡

GL-

(2) 地盤改良
浅層混合処理工法 深層混合処理工法

載荷試験 無有

深さ 2 載荷試験 無有

ベタ基礎 布基礎

(1)
独立基礎 試験堀 無有

深
 
度

土　質
10 20 30 40 50 60

注)試験堀及び試験杭の結果により､杭長さ､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある｡

○調査地番

○位置図

○支持地盤､地層及び深さに
　ついてのコメント

○孔内水位

m

○近隣データの調査地番と

　距離がある

○備考

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が
36 N/mm 以下に適用し､鉄筋の材種は SD390 以下に適用する｡

(1) コンクリート
コンクリートは JIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品とし､施工に関しては

耐久設計基準強度　Fd 短期 標準 超長期

セメントは､ JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする｡

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること｡

寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は､調合､打ち込み､養生､管理方法など必要事項

について､工事監理者の承認を得ること｡

フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で､(財)国土開発技術センターの技術評価をうけた測定

器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る｡

測定検査の回数は､通常の場合､1日1回以上とし､1回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回行い､

その平均値を試験値とする｡

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法は JASS 5T - 603 によることとし､供試体はコアまたは標

準養生とする｡ただし､工事監理者の承諾を得て現場水中養生または現場封かん養生とすることもできる｡採取は打ち込

み工区ごと､打ち込み日ごととする｡また､打ち込み量が150m を超える場合は150m ごとまたは､その端数ごとに

1回を標準とする｡1回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する｡尚､供試

体の数量は､特別指示なき場合は､1回当り6本以上とし､そのうち4週用に3本用いる｡

ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さはコンクリー

トが分離しない範囲とする｡ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技士が従事すること｡なお､打ち込み継続中にお

ける打継時間間隔の限度は､外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内､25 ℃以上の場合は 120 分以内を目安とし､

先に打ち込んだコンクリートの再振動可能時間以内とする｡

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後5日間は､コンクリートの温度が2度を下らないようにする｡

3

乾燥､振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う｡

(2)
鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする｡施工は､標準図に記載されている事項を除き､コンクリートと同様に､

JASS 5 による｡

高強度せん断補強筋は､JIS G 3137 に規定されるD種1号適合品とする｡

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋継手等

機械式継手

溶接継手

圧接継手

重ね継手

告示1463号第2項各号

40d

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

35d (　　)d

A 級 B 級 SA級

D (　　 　) 以上

D (　 　　) 以上

D (　19　) 以上

D (　16　) 以下

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様･等級

(1)引張力最小部位 (2)(1)以外の部位(注) 鉄筋の径

注)(1)以外の部位に設ける継手は､平成12年告示第1463号ただし書きに基づき､日本鉄筋継手協会､日本建築

D19 未満は､すべて重ね継手とする｡

継手部分の施工要領は(社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」(ガス圧接継手工事､溶接継手工事､機械式

継手工事)による｡

継手部の検査方法:

(1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で､200箇所程度とする｡)

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は､

･外観検査(全数) 無有

無有

･超音波探傷試験(1ロットにつき30ヶ所) 無有

H型(タガ型) W型(溶接型) S型(スパイラル型)　とする｡

試験･検査機関名

代行業者名

(都知事登録 号)

代行業者とは､試験･検査に伴う業務を代行するものを言う｡

(3) 型　枠
材料　　合板厚 12 mmを標準とする｡

施工　　JASS 5 による｡

型枠存置期間

種類

部位

セメント

の種類

存
置
期
間
の

平
均
気
温

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

3

2

5

3

5

8

8

12

15

17

25

28

28

コンクリートの
圧縮強度

5.0N/mm

せ　き　板 支　　柱

スラブ下 はり下基礎､はり側､柱､壁

ン
ク

コの
材
令

注) 1　片持ち梁､庇､スパン9.0m以上の梁下は､工事監理者の指示による｡
注) 2　支柱の盛りかえは行わない｡

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合わせ継手の食い違い仕口のずれ検査･補強マニュアル」

材料規格証明書※､または試験成績書

※社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法､またはミルシート｡

社内検査表

建方検査

日本建築学会「溶接工作規準､同解説 I､I､I､II､ II VV､ VIV､ I､ I I､ IX」VII

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工偏」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

第三者検査機関とは､建築主､工事監理者又は工事施工者が､受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう｡

三第 査 機者 検 名関

隅肉溶接部

個 個 個

示温塗料塗布

内質

検査
(注)

マクロ試験･その他

外観検査(※)

第1464号第2号による
(目視及び計測)

(注)東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する｡

(都知事登録　　　　　　　号)

注2) 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は､是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

軸力導入試験　　　要　　　否　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

一時締め後にマーキングを行い､二次締めの後そのずれを見て､共回り等の異常がないことを確認する｡

トルシア形高力ボルトは二次締め後､ピンテールが破断していることを確認する｡

応じて決定すること｡(建築特記仕様書参照)

煙突は､鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること｡

設備配管は､地震時等の建物変形に追従できること｡また､地震力等に対して適切に支持されていること｡

設備機器の架台及び基礎については､風圧･地震力等に対して構造耐力上安全であること｡

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない｡

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合は､スラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を直径の3倍以上かつ5cm以上を

エレベーターの駆動装置等は､構造体に安全に緊結されていること｡

柱及び梁には原則としてコンセントボックス類を埋め込んではならない｡

柱及び梁に設備配管等を埋め込む場合は､工事監理者と協議を行うこと｡

有 無

有 無

有 無

有 無

- ,

I種I III

使用建築材料表･使用構造材料一覧表2.

建築物の構造内容1. 地　　盤3.

地業工事4.

鉄筋コンクリート工事5. 鉄骨工事6.

設備関係7.

その他8.

(施工方法等計画書) (施工方法等計画書)

新築

デッキコンクリート

18 15

15

15

D16以下 図示

D19以上 図示

150×150 6φ 合成スラブ

地盤図は別紙による

％％

％

％

％ ％

％

％

％

％

％

％

％ ％ ％

積雪荷重(8)

3

5

7

10

28

注) 3　スラブ下及び梁下のせき板は､原則として支柱を取り外したのちに取り外す｡
注) 4　スラブ下の支柱は､圧縮強度が設計基準強度(F )の85％以上又は12N/mm 以上であり､かつ､施工中の荷重
　　　　 及び外力について､構造計算により安全であることが確認されるまでとする｡
注) 5　梁下の支柱は､圧縮強度が設計基準強度以上であり､かつ､施工中の荷重及び外力について､構造計算により安全で
　　　　 あることが確認されるまでとする｡

2
C

･引張試験(1ロットにつき3本)

注)4 注)5

原則とする｡

ダイアフラム

母屋､胴縁

JIS G 3101､JIS G 3136

JIS G 3136

棟 階

20

1

比重 20kN/m3

早強ポルト

普通ポルト

A種
混合セメント

B種
混合セメント

ランドセメントランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

A種
混合セメント

普通ポルト混合セメント

A種
混合セメント

B種
混合セメント

B種

ランドセメント

ランドセメント

2 2

支持層

24

■

太陽光発電パネル

鉄骨造(S)

■

－(　)

■

■

■

■

18

使用箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

■ ■重ね継手　D16以下

ガス圧接継手 D19以上

STKN490B JIS G 3444、JIS G 3475

SS400

>20d

>20d

■

直接基礎

2

■ ■

■

■
■
■

■

■

■

■
■

■

■
(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図」による｡

■

■ ■ ■

■

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第4条の試験機関で行う

こと｡

■
■
■

■
■
■

■

■

■

■

■

■
■　 JIS K 5625､　JIS K 5674(1種）､　          ､　          を使用して､4つ星2回塗りを標準とするが､実状に

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い､塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗

りとする｡

■

■

■
■

■
■

■

■

■
■
■

外観検査(※)

100

100

100

30

30

30

2

構 造 設 計 標 準 仕 様

　GL-

STKR400 JIS G 3350、JIS G 3466

2

1 Y方向ルート　　－(　)X方向ルート

24

STK400

認定または登録工事(大臣認定 　S H M R J　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク)

■

　設計地番とは約102mの

■

深さ

24

24

■

アルファフォースパイル工法-羽根付小口径鋼管杭による地盤改良

m,

アルファフォースパイル工法

ト

( )日リ

GBRC性能証明

第06 01号

駐車場

N
 
値

支持層―

■ ■
■

ボルト(JIS B1180)

-

　　センター等の認定･評定等を取得した継手工法の等級で､構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準(建築物の構造

■ ■ ■

■

■

■

SWS換算Ｎ値-No5のデータによる

2人乗り(マシンルームレス　油圧式)　20kN

長野県　高森町

■

■

70

（鉄骨部は計算不要）

■

■

■

■

■

■

■■

梁・床

■
■ ■ ■

■
■ ABR400 ■

■
砂礫層

kN/m 2

m,
m,

■

■

日本建築学会「JASS6 2015年版」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」

長期

標準図に記載されている事項を除き､ JASS 5(2015年版) による｡

有 無■ ■柱STKR400 JIS G 3466

■ ■

M16　M12　

M30

■M20　M16　M12

QL99-50 1.2 ■ ■ QLデッキ

■
長期許容支持力度

■

■

別図にてメッキ処理の指示があれば従う事

備　考

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

DATESCALE

A3:1/信州たかもり温泉改修工事（第2期）

令和6年度（繰越） 展望スロープ　構造図

構造設計標準仕様 2026.03

ST-01

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房

0

0.5

1.0

1.5

温浴棟1FL-630

7.6

3.4
5.8
6.2
12

掘削
砂質土

粘性土

1.71
砂質土

qa=70ｋN/㎡

70

TF1基礎底



（1）

鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図 （ 1） ※修正箇所は下線を引くこと

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）

一般事項1．

圧接面

1.1d以上

a≧400

2mm以下

L1

d d

1
.
4
d
以

上

約0.5L

L

d／5以下

圧接面

d／4以下

圧接面

配筋は同厚の壁リストにならう

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

2-D16以上

45ﾟ～ 60ﾟ

L1

梁
幅

※印筋はD10-@200とする
H<300は※印筋は不要とする300

300<H≦1,000

2L

W1

1L

L2

3
-
D
1
3

※※

※
※

L
2

※

※

1 1

記号（2）

ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋

@…間隔　　r…半径　　CL…中心線　　  …部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　（径）　　D…部材の成、又は鉄筋内法直径　

0

鉄筋加工2．

鉄筋の折り曲げ加工（１）

図 折り曲げ角度 鉄筋の種類
鉄筋の径に
よる区分

鉄筋の折り曲げ
内法直径（D）

D16以下 3d以上

D19~D41 4d以上

SD295B

SD295A

SD345

SD390 D41以下

135°

180°

90°

90° SD490

D25以下

D29～D41

5d以上

6d以上

D

余長4d以上

d

180°

d

余
長
6d
以
上

D135°

d

90° D

余
長

8d
以

上

[注]（1） dは呼び名に用いた数値とする。

（2） スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

（3） 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

余長は4d以上とする。

（4） スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（5） 折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

（6） SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

行い、支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

加工寸法の許容差（2）

項　　　　目 符　　号 許　容　差

主　筋各加工

寸法

D25以下

D29以上D41以下

± 15

± 20

±  5

± 20

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

a, b

a, b

a, b

L加 工 後 の 全 長

[注]（1） 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

a

b

a

b 加工後の全長（L）

加工後の全長（L）

b

a

主　筋

あばら筋・帯筋

・スパイラル筋
b

a

溶接閉鎖形筋

鉄筋のあき（3）
異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値

d

異形鉄筋
d

間隔

あき0 0

鉄筋のフック（4）
a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

d. 単純梁の下端筋

e. その他、本配筋標準に記載する箇所

　　　末端にはフックが必要
図の　印の鉄筋の重ね継手の

柱

梁

定着長さ（5）

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート

L

（フックなし）

L

（フックあり）
L L

L

（フックなし）

L

（フックあり）

L

（フックなし）

一　般 小梁下端筋 スラブ下端筋

定 着 の 長 さ

SD295A

SD295B

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD345

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD390

24～27

30～36

39～45

48～60

SD490

40d 30d 20d 15d

35d 25d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

15d 15d25d 15d

15d 15d25d 15d

40d 30d 20d 20d

20d 20d35d 25d

20d 15d35d 25d

15d 15d30d 20d

15d 15d30d 20d

15d 15d25d 15d

40d 30d 20d 20d

40d 30d 20d 20d

20d 15d35d 25d

15d 15d35d 25d

15d 15d30d 20d

25d45d 35d

25d40d 30d

20d40d 30d

20d35d 25d

20d 10d 10d

かつ

150以上

[注]（1） フック付き鉄筋の定着長さL　は、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

（2） フック部の折り曲げ内法直線D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

（3） 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL　確保できない場合は折り曲げ定着とし、

全定着長をL　以上とするとともに、水平投影長さをL　以上とし、余長を8d以上とする。

尚、L　の値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

（4） 耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L　とする。

L

定着起点

L

定着起点折り曲げ開始点

D
余長

8d以上

90°フック

直線定着の長さL

定着起点

L

下端筋の直線定着長さL
（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

D

余長
6d以上

135°フック

定着起点

L

直線重ね継手の長さL

（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

180°フック

D

折り曲げ開始点

余長
8d以上

90°フック

L

L

余長
4d以上

D

フック付き定着の長さL

L

L

L

L

8d以上

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の
投影定着長さL

D

D

8
d
以

上

L

L

L

小梁・スラブの上端筋の梁内
折り曲げ定着の投影定着長さL

D

継手（6）

重ね継手

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート 重ね継手長さ

（ N/mm）
2

Fc

（ N/mm）
2

Fc

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD295A

SD295B

L

（フックなし）

L

（フックあり）

45d 35d

40d 30d

35d 25d

35d 25d

30d 20d

30d 20d

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

50d 35d

45d 30d

40d 30d

35d 25d

35d 25d

30d 20d

SD345

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD390
50d 35d

45d 35d

40d 30d

40d 30d

35d 25d

24～27

30～36

39～45

48～60

55d 40d

50d 35d

45d 35d

40d 30d

SD490

L

フック付重ね継手の長さL

L

折り曲げ開始点 折り曲げ開始点

4d以上
余長

D

（鉄筋A） （鉄筋B）

鉄筋B
鉄筋A

[注]（1） 表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（2） 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

（3） フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

以降のフック部は継手長さに含まない。

継手に関する注意点

1. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

2. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

3. 鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

4. ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

杭頭処理要領

及び内部欠損がないもの）

（1.2d）

（
1
.
5
d
）

（）内はSD490の場合

・圧接継手 ・重ね継手（下図のいずれかとする）

5. 溶接継手および機械式継手を用いる場合は信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。

6. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

3． 杭・ 基礎 （配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること）

（1） 直接基礎

100 ハカマ筋

基礎スラブ筋

A

Aの拡大図

15d程度

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハ
カ

マ
筋

のない場合
ハカマ筋

のある場合
ハカマ筋

1

4
0

7
0

ハンチを付けた場合（a≧3）

a
2

1

L

8
d
以

上

L orL 
1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

2. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3. 2 の鉄筋はD13以上

但し上筋と下筋を読みかえる

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

（2） 杭基礎

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

2
0
d 15d

重
ね

継
手

杭
主

筋
4
0
d

杭間隔は2φ かつ φ＋1,000以上

1
0
0
以

上

へりあき200以上

8
0
0
～

1
,
0
0
0

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

φ

はつり部分

10d又は重ね継手40d
HOOP筋の継手は片側溶接

鉄筋のかぶりは
100以上とする

フラットバ-@3,000
スペ-サ-

φ

LC

（各4箇所）

100

か
つ

L 
以

上

4
5d
か

つ
L
 
以
上

フック付き

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

2
0
d

2
0
d

A

A拡大図

2
0
d
0

印鉄筋は曲げ上げ

7
0

1
0
0

2
0
d

2
0
d

L0

杭頭補強要領は特記による

B

B拡大図
L ≧100かつ4d+70以上0

d ：基礎筋の径

d ：基礎筋・ハカマ筋の

細い方の径

0

なくてもよい

L
（フック付）

コンクリート面

（3） 基礎接合部の補強

1.5L 以上

（3）

下端筋のフック付き定着長さL

・ガス圧接形状（平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

1 場所打ち杭

1 独立基礎

2 べた基礎

2 PHC杭

2 2h

a b

3 3h 3

2h

2h

2 a

a

2

2 2h

2

3

3

2h

2h

2h

3h

3h

2

a

a

2

a

2

b

3

b

1 1h

1

1

1h

1h

1

2
3

2h

1

2

2h

■

■
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●ハッチ部分の面積 Acm 

●ハッチ部分は増打コンクリ-トを示す。

2
0
d

a
'

印は補強筋を示す

※

a20d

20d a

3-D16

※

A<500

補強タテ筋

B

4-D16

500≦A<1,000

2

a及びa'≦150

鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図
小梁、 片持梁7．

※修正箇所は下線を引くこと

定着（１） ※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする

注）設計図にカットオフ位置の

床版8．

定着および継手（１）

壁9．

a 小梁の定着

正　面

面

正

に必ず入れること。
補強あばら筋は、小梁主筋側

10d以上

θ=45°

／4
20d

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

／625d
20d

L2

15d ／4 LC 15d

連続端

0

0

0

0

小梁外端

B／2以上
※Lbかつ

　　特記がない場合

（単独小梁両端）

B

平 面 図

小梁

b 段差小梁の配筋（連続端の場合）

L2

L3
B

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

直線定着としてよい

L2

Lb

L3
B

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

小梁上端筋と同等の

8
d以

上

L2
かつ※B/2以上

あばら筋を配置

L2

B

段差部でハンチを設ける例

B

段差hがh>D-　D -B となる場合には
ハンチの検討をする。

D

D

h

2 2

ハンチがない場合の有効せい

ハンチがある場合の有効せい

L3

ハンチ

c 小梁筋の継手位置

0 0

／40／20／60

小梁

／40／20／40

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

d 片持梁の定着 注）上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。

2

あばら筋
を入れる先端部 元端部

2／3   +15d以上

片持梁筋曲げ下げ

L2

L

0

0

立 面 図 平 面 図

かつL 以上2

下端筋位置迄
折り下げること

100以内

（a）先端部の範囲とカットオフ位置

L2

8d以上

先
端
小

梁

L2

L2
片持ち梁

（b）先端小梁の定着

L2

最上部 L3h
又はLa

8
d

拘束筋　　-D10@200

大梁主筋

（c）隣接する梁がある場合で柱定着

最上部 L3h
又はLa

8
d 大梁主筋

      又は、隣接する梁へ定着する場合

L2

（d）隣接する梁がない場合で柱定着

L2

一般階

8
d

8
d

L2
L3h

La

屋根スラブの補強（2）

一般スラブ（四辺固定）

※

　　径で　=1,500とし、上端筋の上に配筋する。

　　補強筋は各3-D13 又はスラブ主筋の同一

　　※の箇所（入隅）は各階補強する

a

b

　　配筋の際かぶり厚に注意すること。

片持床スラブ定着及び出隅部補強（3）
a 片持床スラブ定着

Lb

D13
STRP上に配置

L2

8
d

L3

 ／2x

 ／4x 15d

15d

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

肩筋D13以上

Lb

D10
跳上げ止

L2

8
d

L3

 ／2y

 ／4x 15d

15d

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

主筋

（上端）

配力筋

（下端）

100以下

バ-サポ-ト

602L

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上

100以下

バ-サポ-ト

602L

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上

8
d

b 片持スラブ出隅部補強 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

一般床版配力筋

出隅部分の補強筋
注　  ≧    とする

L

1

L3 L
／

2
1

1

21

3

2

L1／21

1

／
2

1

出隅受け部

2

1／2
出隅部

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

D1
3、

下
端

筋
は

D
10

を
設

け

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

3

出
隅
部

分
の

補
強

筋

る
）

L 
 は

下
端

筋
の

定
着

注　  ≧    とする21

床版開口部の補強（4） （開口の径500以下程度の場合）

斜　　め

各 2-D13

各 2-D16

各 1-D13

150<D≦300

300<D≦500

床板厚さD

D≦150

各 2-D13

各 2-D19

各 2-D13

周　　囲

L2

周囲補強筋

2

L2

L

L

2L

2

斜め補強筋

孔と孔のへりあき100以上

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　筋を開口をさけて補強する。

2L

2

D13

D13

L2

D13

L2

D13

床版段差（5）

D

L2
全断 D13

2D以上
2L

D
/
2
以

下

D

2D

L1

D16

D
≦

H
≦

2
D

D10 @150

H

L1
全断

D

土間コンクリート（6） 釜場（7）

50300

D13

600

D
D

折曲  D10-@200

D10-@200

2-D16

● 設計配筋間隔の1／2ピッチ　長さ2L 以上

● 無筋部分D10-@200　長さ800以上

1,200×600以下

底盤と同配筋

底盤と同配筋

t

1

L2

t

2-D16

L2

打継ぎ補強（8） （ダメ穴打断面について）

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

STRP

LC

腹筋

（１）
a 梁に

定着

b 柱に（平面図）

D13

D13

L　かつ柱中心線を超える

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に

D13

スラブに上端筋がある場合

L

2 L

一段目を配置する。

シングル配筋

2 L2

D13

D13

D13

L2

2-D13以上

L
2 L

2

2L

ダブル配筋

イ は壁配筋と同じ

スラブに上端筋がない場合

受筋D10

1,000

1,000

150以上

を
超

え
る

L 
hか

つ
中

心
線

2L

L
2

2

2 L

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

受筋 D10

2L

2L

2L

2h

2-D13以上

2L L

イ

イ

L
2

1
5
0
以

上
か

つ
8d

以
上

c 床に （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

d 壁と壁（平面図）

2

（2） スリット部 （設計図に記入のあるとき）

tは階高の1/100程度

t

W

シーリング材使用（耐火構造用目地材）

250250

D10@400程度（防錆処理を施す）

完全スリット

柱

t

（3） 手摺、パラペット

L
2

（但し、H>800以上の場合、設計図による）

1
0
0
以

下

D13

2
L

2L

120以上

H

L
2

H

D13

150以上

1
0
0
以

下

D10 @200 ダブル

D10 @200 ダブル

L2

D13
D10 @200 

パラペット手摺

2L

（4） コンクリートブロック帳壁 耐震壁端部の納まり（5）

注）h ≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）hはコンクリ-トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

L2 2L

h

D13

D10 @600
L
1

t

D13

D10 @400
L
1

2L 2L

0

0

一般の場合

L

L

:鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

 壁筋に135　フックを設けた場合のLは8dとする。

 壁筋にフックを設けない場合のLはL とする。2

（6） 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

最下階

最上階

EW

EW

EW

EW

2

L

2

L

θ=45°

補強筋

EW

2L

2L

θ=45°

補強筋

注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

　　　　　　EW180～200の場合4-D13@100シングル

　　　　　　EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

柱、 梁増打コ ンク リ ート 補強10． 増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと（ 　　　　　　）

（１） 柱

a≦D/10かつa≦150

●150以上の増打ちは図示による。

●増打ち50以下は補強なし。

●※ 柱HOOPと同径、同ピッチとする。

（2） 梁 あばら補強筋

巾止メ筋

20d a 補強筋

D10

B

あばら補強筋

補強筋 補強筋

●梁下端増打コンクリ-トの場合も上端

●ハッチ部分は増打コンクリ-トを示す。

　増打コンクリ-ト補強と同様とする。

●補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

　とする。

　以上）とする。

2
0
d

a

a≦150

印は補強筋を示す

a≦D/7かつa≦150

●150以上の増打ちは図示による。

●増打ち50以下は補強なし。

梁貫通孔補強11． （開口補強については計算により確認すること）

（１） 設置可能範囲

梁端部（スパン  ／10以内かつ2D以内）は原則として避ける

D
／

3

／4  ／4

望ましい範囲

φ1

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

D

φ2

（φ1+φ2）/2×3以上

0 0

0

（2） 既製品 （指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

0

又はLa

注）t：底盤と同厚

（ 2）
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展望スロープ　構造図

A3:1/ 2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）
ST-03



※修正箇所は下線を引くこと。鉄 骨 構 造 標 準 図　 （ 1）
一般事項1．

材料及び検査（１）

r=30～35mm
スカラップr

仮付不良

下向 F

スカラップ部分は

回し溶接する

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

R≦2

MC 　NGC

・フレア-溶接長は、鋼板に接する全長とする

プレート

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

25mm以上35mm以上

θ : 開先角度
　G : ル－ト間隔

かつ2t以上

r35

r10

θ

　裏当て金

　G 

　溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

8
B

フレア-溶接（4）

K形の場合

12≦t≦19

6<t<12

φ
θ

19<t

溶接姿勢

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

9

9

6

7

t mm

R≦2

θ G

L

f

仮付不良

仮付溶接

裏はつり側にする

良

t

開先面

良

横向 H立向 V 上向 O

（但し、t≧15mmの時4.0mmとする）

（裏はつり後裏溶接）

0＜f≦3.0mm

f

6
R≦2

G=0～2

θ=45ﾟ

θ=60ﾟ

G=0～2

5

θ=45ﾟ

R≦2

完全溶込み溶接（3）

25mm以上

G

4

L

R≦2

θ

f

θ=45ﾟ

（平継手　T形継手）

3
f

f

※1

t

12

10

25

22

19

16

11

9

8

7

6

5

9

9

6

t 

寸法（mm）

F.V

S

9

9

6

8

5

5

φ

9

13

B

8

7

35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

9

6

6

L

t 1

G

L

θ=45ﾟ

t

θ

t1

G

GC

溶接姿勢

t

0＜f≦3.0mm

4.5

S

4

5

5

8

※ 1

L1

6<t<19mm

F.V

4

4

1 ※

1※

※

4

1

   　  、    、   　型

余盛の高さmm

　　（平継手で板厚が異なる時）

（裏はつり後裏溶接）

t2/4≦a≦10mm

t 1t

削り面

1

G=0～2

溶接姿勢

2.5

T形突合せ継手余盛

1／3t
f

f

t
2／3t

19<t

12<t≦19

4<t≦12

t

のど厚t mm

t≦4

　　t／4≦f≦10mm

a

t2

F.V

1

1※

t≧19mm

2

3

4

1

45ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

6<t<19mm

F.V

F.V

6≦t<12

12≦t<16

溶接姿勢
t1

t

16≦t

t mm

35ﾟ

35ﾟ

8

89

99

9

MC 　NGC

Gθ

45ﾟ

L1t 

566

t

1t

t

溶接姿勢

9

6

9

9

8

8

1G t 

GC

θ

6 6

L

5

1

7

※1

1

※1

4 4

※

7

80以下

1
50

以
下

θ=60ﾟ

（使用箇所に注意）

隅肉溶接

部分溶け込み溶接（2）

（1）

D

θ=60ﾟ
2

11

t

f f

D

G=O

1

tS S

BOX型

※溶接記号番号を    中に記入のこと

t>16mm

11～13

　余盛は（1+0.1S）mm以下とする

・但し片面溶接の場合はS=tとする

F.V

　　t／4≦f≦10mm

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚と

・tはt 、t の小なる方とする

  することが望ましい

R≦2

S

t2

1

t≦t　　　　

t

溶接姿勢

1

2

7以下

S

t

6

t≦16mm

8～10

7 10

14～16

12

（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラム

1
00

以
上

※

※1

1 ※

4

1 ※

t>16mmの場合の溶接は 　  ～　   とする。※1 3 5

平面詳細図

※1

4 4

θ=75ﾟ～105ﾟ

t>柱フランジのプレ-ト厚

ダイアフラムは、柱フランジ厚16mm未満の場合　SN490C　SN490B

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。

＜柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合＞

4

1 ※

※1
BH.方式

柱が途中で折れる場合
及び梁成が異なる場合

内ダイアフラム

※

4

3 5

t

4

θ

内ダイアフラム

A - A 断面図

※ 1

4

2 ※

※

4

1 ※

2

3 5

側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

フランジが柱のRに

接しないこと

2

スカラップ部分は

4

A - A 断面図

1

7 ※

25以上かつ

エンドタブが交互に

当たらぬこと

1 ※

回し溶接する

※7

平面詳細

A

4

ガス抜き

φ=20

7

25以上
A

25
以

上

断面

内ダイアフラムの場合は柱

の角のRに接しないこと

7

　　t／4≦f≦10mm

　　t／4≦f≦10mm

※

2

※

※

　　　　　　　　柱フランジ厚16mm以上の場合　SN490C　を使用する。

t>16mmの場合の溶接は　　 又は  　 ～　   とする。1 ※ 3 52

印は設計者が記入すること。※ ※

※ ※

※ ※ ※※

t

7 ※ 梁フランジは、通しダイアフラムの
　 厚み(t)の内部で溶接する事。

断面

4

A

4

4

4

※1

A

1※

4

4

f

（但し、t≧15mmの時、4.0mmとする）

4 ※

1

（b） 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。

（a） 構造設計特記仕様その1による。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（c）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。

工作一般（2）

（b） 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

（a） 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

（c） 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

高力ボルト接合（3）
（a） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（b） 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

グリットブラストによる処理で表面粗さが50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（c） 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締め付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。

（4）

（b） 溶接技能者

（a） 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

溶接接合

溶接技能者は施工する溶接に適応する JIS Z 3801（手溶接）又は JIS Z 3841（半自動溶接）

の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする。

（c） 溶接機器

（イ） 交流アーク溶接機 300A～500A

（ロ） アークエアーガウジング機（直流）

（ハ） サブマージアーク溶接機一式

（ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ） 溶接電流を測定する電流計

（ヘ） 溶接棒乾燥器

（d） 溶接方法

アーク手溶接（MC）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（NGC）

ガスシールドアーク半自動溶接（GC）

アークエアーガウジング（AAG）

（e） 溶接姿勢

（f） 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

（イ）仮付位置

 組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

（ロ） 完全溶け込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

（g） 溶接施工

（イ）エンドタブ

1）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

2）エンドタブの材質は母材と同質とする。

3）エンドタブの長さは、MC：35mm以上　NGC、GC:40mm

以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より10mm程度残し

切断して、グラインダー仕上げとする。

（ロ）裏当て金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。

但し、溶接性能が確保できれば監理者の承認を得て変更することができる。

（ハ）スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアークとする。

但し梁成がD=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする。

（ホ）裏はつり

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マークを付ける

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

塗装（5）
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体する設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない。

溶接規準図2． （注）f:余盛　G:ル-ト間隔　R:フェ-ス　S:脚長 （単位mm）

・AAG

・AAG

・AAG

400N/mm級鋼

鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件

YGW-11,15 30以下 250以下

YGA-50W,50P

YGW-18,19

入熱（KJ/cm）

40以下

40以下

YGA-50W,50P

JIS Z 3212

JIS Z 3312

溶接材料

YGW-18,19

YGW-11,15

Cパス間温度（°   ）

350以下

350以下

JIS Z 3315

JIS Z 3315

　　範囲と溶接条件制限事項による

注）STKR,BCR,BCP材は、JIS Z 3312 のみ使用可
　　「構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事(2)口認定または登録工場」のグレード別に定められた適用

2

490N/mm級鋼
2

40以下 350以下

40以下 350以下

●

●

●

●

t>16mmの場合の溶接は　   ～　   とする。

t>16mmの場合の溶接は　　 又は  　 ～　   とする。1

●

備　考 DATESCALE
令和6年度（繰越）

一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 信州たかもり温泉改修工事（第2期）

展望スロープ　構造図

A3:1/ 2026.03

知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

鉄骨構造標準図（1）
ST-04



N-径

形鋼ブレ-ス

FB-65×9　中ボルトM16

=@
60
0

16φ=@200
ア-クスポット溶接

50-400

50

50-400

600以下

符　号 部　　　材

≧ 1mm　フィラプレ-ト併用の事
Ft　-Ft　

r：半径　t：板厚

Wt　-Wt　1 2

リブプレ-ト

ハンチ起点は避けた方がよい

1Ft

1Ft

1

1

Wt

2

LP -PL- 1（ ） ） N1-径2（

M20

50

66

75

M20

34
へりあき

+0　-0.5mm

最　　　　　小

最　　　　　大

ねじの呼び（d）

板　　　厚

へりあき

板　　　厚

ねじの呼び

本　　　数

溶　接　長　さ （最小）

ボルト端から取付けボルト
穴心のあき     （最小）

は　し　あ　き（最小）

切板製

2Wt

2Ft

2Ft

取付ボルト
（2）

平鋼製
（最小）

N2-径）（-PL 3
調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差

（最小）

軸径d 1

JIS　B　1186　　2種高力ボルト（F10T）

11

M12 M16

t

e2

e3

t

（1）

6

40

52

5 6

50

52

1

M16

11

M20

6

59

55

6

9

9

9

66

60

9

M14

S

R

e1（2）

（1） e2

40 40

28 28

M12

45

28

50

34

M16 M18

300以下

スラブ端部の補足材

50-200

50-400

1

M22

2

M20

9

73

85

9

9

70

85

9

1

55

38

50

38

M22 M24

1

e

PL-1.6

PL-1.6

50-400

e

1

e

L形鋼

e

補足受材

e

PL-（2）

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

p
e

PL-（3）

eeee

10N1（片側）

e
p

ep
10

peee

フランジ

PL-（2）

PL-（1）

N2（片側）

PL-（1）
PL-（2）

符　号 タイプ

e

p

部　　　材

1

e

1

e
p

（片側）

PL-（1）

PL-（1）

PL-（2）

N

ee
10
e

1

部　　　材符　号 PL-（1）

L
注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行なう

PL-（3）

ウエブ

PL-（2）
PL-（1）

符　号

ee

N2

e
p

p
e
e
e

1
0L

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

3
）

L
部　　　材

P

フランジ

-- LP1（ ） ）（2 N1-径

P
L
-
（

3
）

ppe e

N2

e
p

e
1
0

e
p

e

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

2
）

4

Bタイプ

L

p

e

PL-（1）

N-径

e

e e

N

D≦150

PL-（2）

PL-（1）

PL-（3）

e

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

p
e

p
1
0 e

eL

p N1

B1≦250

B2 B2

B1

p4
5

PL-（3）

D≦300

PL-（2）

PL-（1）

150
40

e 4
5

40

35以上

1

エ
レ
ク

シ
ョ

ン
ビ

-ズ

140

e

（90）70 70（90）

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

4
5
e

4
5

1
0 e

e
4
5

4
5 N1

L

B1

B1=300

B2 B2

外
PL

-（
1）

 内
PL
-（

2）

p
e

e
e

p
1
0
p N1

B1

B1=350（400）

B2 B2

梁との溶接およびコネクタ-

受梁へのかかり寸法及端部処理

梁上通しの場合

梁上切断の場合

N2-径

ウエブ

-LP （ ）3

e

4

Cタイプ

4

1

あて板（鉄板）

e

水平ブレ-ス

既製品面戸（鉄板）

羽子板ボルト

長さ

d
1

柱D=250mm
Aタイプ使用は

以下とする

35以上

Aタイプ

400 170

4

S

d
1

8

S

d

8

70175

200

250

350

300

80

100

140

110

B1

150

B2

60

長さ
d

R e
2

e3
e1

R

t

R

P

e1
e3

t

e
2

1

PL-（1）

1

パイプとプレ-ト補強（片面）

リブプレ-ト補強パイプ補強（小径の場合）

プレ-ト補強（片面又は両面）

PL-3.2

L-50×50×6@≦600

1

1

PL-50×6

30 6

50

e

φ

1 1

10 10

1

1

1

1

1

φ

スタッド材の標準形状・寸法

あて板（非金属）

e

折曲加工

2φ

Ld

形状

D

T

φ22mm

φ19mm

φ16mm

10

φ13mm

呼び名
軸径 d
mm

ス タ ッ ド 材

頭径 D
mm mm

頭高さ T

N

30ﾟ

1 PL-6

1
5

二重ナット等

10

溶接後の長さ L

mm

（両面） 1

e

PL-（1）

p
e

ee10

N

＜TYPE-1＞ ＜TYPE-2＞ ＜TYPE-3＞

H-100×50及びH-150×75の場合

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

r＞8t以上

φ
'

2
φ

'

D

e≧35mm

座金

の戻り止め

アンカーボルト
(定着長さ≧20d
かぎ状に折り曲げる
等の措置)

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

帯筋(令77条
を準用)根

巻
き

部
分

の
高

さ
≧

柱
幅

×
2.

5)

H

D

柱幅
(DとHのいずれか

大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ
(＞

柱
幅
×

2.
0)

コンクリート
のかぶり厚さ
(柱幅以上)

基礎梁主筋ベース
プレート厚
≧1.3d

基礎梁主筋

基礎梁主筋
U字形
補強筋

アンカー
ボルト径
(d)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

φ
'

φ
'

1 φ

1

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

貫通孔の間隔

D

プレート補強の板厚

スリーブ径 補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

φ≦0.15D

φ≦D/4

φ≦D/3

φ≦0.4D

50-200 1

PL-50×6

U字形補強筋

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
孔

径
≦

d
+
5
m
m

※修正箇所は下線を引くこと。鉄 骨 構 造 標 準 図　 （ 2）
継手規準図、 その他3．

高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）（１）

呼び径 d

M22

M20

M16

M24

穴　径

24

22

18

26

ボルト 最 小 縁 端 距 離 （e）

ボルト穴径、最小縁端距離

（1）

50

55

40

60

（2）

38

34

28

44

（2（3）

28

26

22

32

準の） 標（）

40

40

40

3

45

標 準最 小

55

50

40

60

60

60

60

70

（P）ピ ッ チ

（mm）

M22

M20

M16

M24

M27

ア
ン
カ
｜
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M30

M30を

(
)

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

21（16.5）

呼び径+5

35

25（20.5）

27（22.5）

29（24.5）

32

38

34

28

44

28

26

22

32

49

54

9d/5

36

40

4d/3

（40）

（40）

（40）

（45）

（40）

（50）

（55）

（60）

（60）

（60）

（60）

（70）

超える

[注]（1） 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（2） せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（3） 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ピン接合梁継手リスト（2）

剛接合梁継手リスト（3） （SCSS-H97による）

ハンチ部の継手（4） フランジ及ウエブ厚の差のある場合

柱継手リスト（5）

p10

鉄筋ブレース（6） （JIS規格品とする・・・ JIS A 5540 … 2008 / 5541 … 2008）

6

[注]（1） e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

（2） 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

羽子板ボルト（a）

形鋼ブレース（b）

デッキプレート（7） （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

柱脚（8） 注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

※ 構造用アンカーボルトは原則として JIS B 1220、JIS B 1221を使用する。

頭付スタッド（9） （JIS　 B 1198 - 2011）

13 25 8

16 29 8

19 32

22 35

25 41

10

10

12φ25mm

80 100 120

80 100 120

80 100 120 150

80 100 120 150

120 150 170

梁貫通孔補強（10）

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強板の穴径を示す。

・既製品を使用する場合は施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

種　　　類

18.33

18.07

150

21.5

12.41

12.66

10.59

17.0

100 115

17.0

10.83

16.0714.41

17.0

125 140

21.5

14.66 16.33

21.6920.07

165

23.5

175

21.5

20.33 22.00

32.525.0 25.0 25.0 32.5 37.5 37.5

・梁端部（内法スパン   の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。0
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鉄骨構造標準図（2）



 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート
※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆

梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシング
FP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁

QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-50 (単位：ｍ)
施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） 10060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

板厚(mm) 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2
注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、

支
持
条
件

2.542.75 2.69 2.64 2.59 2.332.52 2.47 2.42 2.37単純(内法)
(2.54)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (2.33)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合
3.413.67 3.61 3.54 3.47 3.123.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 ２連続
(3.41)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.07)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.153.40 3.33 3.26 3.20 2.883.12 3.05 2.99 2.93３連続
(3.15)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (2.88)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工
□ＱＬ９９-５０

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □普通コンクリート  □軽量コンクリート[ □１種   □２種 ]
2 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

■

■ ■

■
■

■

■

■

400

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

DATESCALE
令和6年度（繰越）

信州たかもり温泉改修工事（第2期）

展望スロープ　構造図
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知事登録番号(松本)H第01081号　一級建築士大臣登録第225810号  小宮山吉登

長野県松本市野溝木工1-1-30　　　　　TEL(0263)26-6765　FAX(0263)28-6765

S造・施工時のスパンの取り方

【単純支持】

スパン

【連続支持】

スパン スパン 一級建築士大臣登録第269969号  伊藤　正明
知事登録番号(伊那)F第87231号

構造設計：伊藤構造計画工房 QLデッキ設計・施工標準
ST-06

■

■□ＦＰ０６０ＦＬ－０１００
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